
図　面　名　称 縮尺(A2)図面番号

N.S

図面番号 図　面　名　称 縮尺(A2)

表紙・図面リスト

意 匠 構 造 設 備

図面番号 図　面　名　称 縮尺(A2)

S-02

S-01

S-03

S-04

N.S

N.S

N.S

N.S

N.SS-05

S-06

S-07

S-08

S-09

ベースパック柱脚工法標準図-1

N.Sベースパック柱脚工法標準図-2

地質調査票

1：30地盤柱状改良工事特記仕様書・基礎詳細図

地盤改良伏図・基礎伏図・土間伏図 1：50

N.S

N.S

S-10 梁伏図

S-11 部材リスト

1：50

1：100S-12 軸組図

S-13 鉄骨詳細図 1：30

A-01

A-02

A-03

A-04

A-05

A-06

A-08

A-07

A-09

A-10

A-11

A-12

A-13

特記仕様書-1

特記仕様書-2

特記仕様書-3

N.S

N.S

N.S

A-14

A-15

A-16

A-17

A-18

A-19

現況　園舎平面図(1階･2階) 1:200

現況　立面図 1:200

1:300外構図

1:50雑詳細図-2

1:50照明器具取付指示図

1:50

1:100

附近見取図・配置図

仮設計画図 1:300

R階　平面詳細図

立面図

矩計詳細図 1:30

2階　平面詳細図

1階　平面詳細図

1:200園舎屋上平面図・雑詳細図-1

1:50

1:50

1:300

特記仕様書-4 N.S

N.S

N.S

特記仕様書-5

特記仕様書-6

鉄骨標準図-2

鉄骨標準図-1

配筋標準図-1

配筋標準図-2

浜島幼保園屋上避難階段設置工事

ＩＲＯ建築設計設　計



　工事写真の撮り方/建築、及び同/建築設備（建設大臣官房官庁営繕部監修）

本工事に係る施工図及び施工計画書の著作者の権利は、当該建物における使用

章 項目 特記事項項目 特記事項章 項目 特記事項章

１．共通仕様

　 濃度測定
[1.5.9]

章 項目 特記事項

１

共

通

事
項

1 適用基準等

各図面において、（○－○○－○）内の数字は適用する上記詳細番号を示す。

請負代金額が５００万円以上（消費税込み）の元請負人は、工事実績情報を

2 工事実績情報

　の登録

（財）日本建設情報総合センターの工事実績情報システム（ＣＯＲＩＮＳ）に登
録するものとする。

なお、登録内容を訂正する必要が生じた場合は、標準仕様書に記載された登録
の手順に準じて訂正するものとする。

の登録を省略することができるものとする。

また、変更契約日と工事完了日の間が、１０日に満たない場合は、変更契約時

　技術者
・適用する4 電気保安

5 施工条件

　総合試運転調整を行う上で、関連工事を含めた各工事が工期のおおむね

（　）日前までに支障のない状態まで完了していること。

[1.1.4]

[1.2.1]

[1.3.3]

[1.3.5]

・建築物解体工事共通仕様書同解説

（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、三重県公共工事共通仕様書及び「公共建築工事標準

（２）電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事はそれぞれ

の工事仕様書を適用する。

電気設備工事の工事仕様書は（　　／　　）図、

機械設備工事の工事仕様書は（　　／　　）図による。

（３）改修工事を本工事に含む場合は、改修工事は改修工事の工事仕様書を適用する。
改修工事の工事仕様書は（　　／　　）図による。

（４）受注者は建築基準法第７条の定めによる完了検査（同法第７条の３の定めによる中間検査を含む）
時には、特定行政庁（建築主事等）が求める検査に必要な資料（報告書等）を用意すること。

２．特記仕様

（１）項目は、番号に　印の付いたものを適用する。

（２）特記事項の中で選択する事項（・印の付いたもの）は、・ 印の付いたものを適用する。

（３）特記事項に記載の [　.　.　] 内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（４）東海地震に係る地震防災対策強化地域内における工事にあっては「大規模地震対策特別措置法」に

よる注意情報が発せられた場合、受注者は人身の保護及び安全な避難に必要な補強、落下防止
等の保全措置を講ずるとともに、工事中断の措置をとること。又この事実が発生した場合は、契約

書第２６条（臨機の措置）によって処理されたものとする。
（５）標準仕様書で「特記がなければ、」以降に具体的な材料・品質性能・工法・検査方法等を明示し

ている場合において、それらが関係法令の改正等により（条例を含む）に抵触する場合には、関係

法令等の遵守[1.1.13]の規定を優先する。

ホルム

アルデヒド
トルエン キシレン

エチル

ベンゼン
スチレン

パラジクロロ

ベンゼン
施設用途

学校教育施設

住宅

その他

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

測定対象化学物質（●で示したものとする。）

報告書提出部数　2　部

   書類

記載内容は監督職員と協議する。

に限り、発注者に委譲するものとする。

製作図等で原図として提出が出来ないものは、原図に変わるものとしてよい。
設備機器の位置、取り合い等が検討できる施工図を提出し、監督職員の承諾を

受ける。

[1.7.1～3][表1.7.1]

13 設計ＧＬ

14 騒音・振動の
防止

　低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定に基づき指定された建設機械
の使用に努めること。

本工事の施工範囲15 設備工事との

を受ける。

施工図

　 取り合い

16 工事写真

本完成写真の著作者の権利は、発注者に委譲するものとする。
提出内容

記録方式：ＲＧＢ（フルカラー）、ＪＰＥＧ最高画質

記録媒体：ＣＤ－Ｒ（ＩＳＯ）
・カラープリント　キャビネ版（　　）部

画素：長辺で2880ＰＩＸ以上

17 完成写真

事故発生報告書を監督職員に速やかに提出すること。

18 事故報告 　工事施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督職員に通報するとともに、

工事施工に際し、在来部分を汚損又は損傷した場合は、構造・仕上げ共、在来

にならい補修する。

19 養生その他

20 消防提出書類

は監理技術者

の専用を要し
ない期間

請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの（現場事務所の設置、資機材の

技術者の工事現場への専任を要しない。なお、現場施工に着手する日については、
請負契約締結後、監督職員との打合せにおいて定める。

　検査完了後、検査が終了し（発注者の都合により検査が遅延した場合を除く。）

、事務手続、後片付け等のみが残っている期間については、主任技術者又は監理

技術者の工事現場への専任を要しない。なお、検査が終了した日は、発注者が

完成図ＣＡＤデータ（ＣＤ－Ｒ）

化学物質を放散させる建築材料等

本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質
及び性能を有すると共に、次の１）から５）を満たすものとする。

１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF

パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板及び仕上塗材は、

ホルムアルデヒドを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。
２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを発散しない

か、発散が極めて少ないものとする。

３）接着剤はフタル酸ジブチル及びフタル酸ジエチルヘキシルを含有しない

難揮発性の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、トル

エン、キシレン、エチルベンゼンを発散しないか、発散が極めて少ないも
のとする。

４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを発散
しないか、発散が極めて少ないものとする。

５）１）、３）及び４）の建築材料を使用して作られた家具、書架、実験台

その他の什器等は、ホルムアルデヒドを発散しないか、発散が極めて少な

いものとする。

7 環境への配慮 [1.4.1]

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量

規制対象外

第三種

　通省大臣認定品

③次の表示のあるＪＡＳ適合品
ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

ｂ．接着剤等不使用

ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデ

　　ヒドを発散しない材料使用

ｄ．ホルムアルデヒドを発散しない塗料等使用

ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデ
　　ヒドを発散しない塗料使用

ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデ
　　ヒドを発散しない塗料

②建築基準法施行令第２０条の７第３項による国土交

③旧ＪＩＳのＥ０品

④旧ＪＩＳのＦc０品

　通省大臣認定品

該当する材料

①ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆品

①ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆品

②建築基準法施行令第２０条の７第４項による国土交

また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒド放散量」は、次のとおりとする。

8 材料の品質等 [1.4.2]

測定室の揮発性有機化合物の室内濃度を測定し、報告すること。

搬入又は仮設工事等が開始されるまでの）期間については、主任技術者又は監理

対象箇所（・図示　　・　　　　）
測定方法　・パッシブ採取による蒸気拡散式分析法　・厚生労働省の標準法

・図示した鉄筋コンクリート部の貫通孔、開口部の補強

・図示した壁・天井の仕上材・下地材の切込み及び補強
・自動閉鎖装置取付け箇所の切込み及び補強

・駆動装置が電動による建具等の２次側の配管・配線及び操作スイッチ

・設備機器の位置、取合いなどの検討できる施工図を提出し、監督職員の承諾

・消火器の設置届については、電気及び機械設備について設置届が不要な場合は

・防火対象物使用開始届については書類作成（建築図面の用意及び建築に関する

・施工順序　　　　　　（・指定なし　・図示　・　　　　　　　　　　）

・工事用車両の駐車場　（・指定なし　・図示　・　　　　　　　　　　）

・資機材置場　　　　　（・指定なし　・図示　・　　　　　　　　　　）
・現場事務所　　　　　（・指定なし　・図示　・　　　　　　　　　　）

１）本工事に使用する材料等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有す

２）備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品または同等品を使用するもの

３）標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の
指定する工法とする。

べき品質及び性能を有するものとする。

明書の写し等）を監督職員に提出し承諾を受ける。ただし、あらかじめ監督
職員に承諾を受けた場合はこの限りでない。

②生産施設及び品質の監理を適切に行っていること。

①品質及び性能に関する試験データを整備していること。

③安定的な供給が可能であること。
④法令等で定める許可、認可、認定又は免許を所得していること。

⑤製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。
⑥販売、保守等のの営業体制を整えていること。

12 完成時の提出

　処理

要求品質

「建設汚泥処理土利用技術基準について（国営計第41号 平成18年6月12日）

表－４建設汚泥処理土の適用用途標準」における下記の区分とする。

本工事で建設汚泥が発生する場合は「建設汚泥の再生利用に関するガイドライ
ンの策定について」（国営計第36号　平成18年 6月12日）、「建設汚泥の再生利

用に関する実施要領について」（国営計第38号　平成18年 6月12日）に基づき建

設汚泥の再生利用を行う。

再生利用の種別　・埋戻し及び盛土材として利用　・　

再生処理方法　　・脱水処理　・安定処理（セメント、石灰による改良処理）

・第３種処理土　・　

10 建設汚泥の

  の処理

9 建設発生土 [3.2.5]

を参考に撮影する。　　　提出部数　1　部

、建築にて設置届を提出するものとする。

部分の記述）を行うこと。

11 化学物質の

６）製材等、フローリング又は再生木質ボードを仕様する場合は、

７）本工事に使用する木材は、品質が求められる水準以上であれば、

建築工事標準詳細図　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（平成28年版）

・　三重県建設副産物処理基準

工事写真の撮り方（改訂第二版）建築編　建設大臣官房官庁営繕部監修

・構外搬出適切処理

・完成図（施工図、施工計画書を除く）

・新規に作成　・既存完成図を修正

・保全に関する資料

提出　・２部　・　

・施工図（・　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　）

提出　・原図及びその複写図１部　・　
・施工計画書（・　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　）

提出　・１部　・　

撮影箇所数　・外観4面程度

・電子データ　１部

アルバム（大きさ335mm×290mm程度）　・無し　・有り

・検査終了後の期間

４）本工事に使用する材料は、次の①～⑥

の事項を満たすものとし、この証明となる資料（外部機関が発行する証

3 監督職員
  事務所の

　備品等

備品等の設置

仮

２

設
工

事

1 足場 [2.2.4]

  足場を設ける場合、[2.2.4](b)によるほか、設置においては、「手すり先行工

法による足場の組立て等に関する基準」（厚生労働省　平成21年４月「手すり先

行工法に関するガイドライン」について（別紙１））における２の（２）手すり
据置方式、又は（３）手すり先行専用足場方式により行うこと。

2 監督職員

  事務所

[2.3.1]

4 仮設便所 ・利用できる

5 工事用水

6 工事電力

・設ける

構内既存の施設　・利用できない

・利用できる（ ・有償　・無償 ）

規模(ｍ２程度)　・１０　・２０　・３５　・６５　・１００

・設けない

構内既存の施設　・利用できない

・利用できる（ ・有償　・無償 ）

構内既存の施設　・利用できない

21 主任技術者又

工事の完成を確認した旨、請負者に通知した日とする。

・現場施工に着手するまでの期間

特記仕様書：　共通事項・仮設工事

仕様書(建築工事編)(平成31年版)による。(以下「標準仕様書」という。)による。

・ 有 ・ 無 
・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・

・施工時間　　　　　　（・指定なし　・　　　　　　　　　　　　　　）

とし、同等品を使用する場合は監督職員の承諾をを受ける。

机・いす 書棚 黒板・白浜 掛時計 温度計

種　類

種　類

数　量

種　類

数　量

数　量

着

組 台 個 個

足 個 個 個

個

個 個 台 台 台

消火器

長靴 雨合羽 保護帽 懐中電灯 衣類ﾛｯｶｰ

掃除具
請負者加入

電話・FAX
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 冷暖房機器

25　技能士 職種別に可能なものについては積極的に活用のこと

a 関係官公署その他への関係機関への必要な届出手続等の種別、手順、時期等を

c bの検査の結果、不合格の個所がある場合は、すみやかに補正し、必要な

ｄ cの補正に直接要する費用は施工者の負担とする。

関係を把握し、工種別施工図の適正化と効率化の為に活用することを目的と

・総合図は、施工者が、発注者の直接発注工事を含めた工事の全体概要と相互

を作成する。　設備その他の各関連工事各施工者は、協力して各工事の機器類
等を元図に記載し、相互調整をおこなう。

・施工に関する調整は施工者間で行い、設計図書の調整、発注者の直接発注工事、

・建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

風速（Vo）　　　　　・30　　・32　　・34　　・36

地表面粗度区分　　　・Ⅰ　　・Ⅱ　　・Ⅲ　　・Ⅳ

建設省告示　第1455号における区域　　別表　（　　　）

一覧表にしてあらかじめ監督職員に提出する。

検査を受け、その結果を監督職員に報告する。

手続をを行い、その結果を監督職員報告する。

b 関係官公署その他の立会い検査を必要とするものは、監督職員と打合せのうえ、

する。　工種別施工図に先行して作成し、監督職員の承諾を受ける。
・監督職員の指示により、建築工事施工者が元図（平面図、展開図、天井伏図等）

及び設計変更に関する調整は監督職員が行う。

22 官公署その他

への届出手続

23 総合図の作成

・風圧力

・積雪荷重

・処分地未定につき相互協議する。暫定運搬距離　8Km

三重県「環境物品等の調達方針」に従い、あらかじめ「木材・木材

製品の合法性、持続性可能性の証明のためのガイドライン」に準拠

した証明書を、監督職員に提出すること。

認証機構が認証する「あかね材」の優先利用につとめること。
「三重の木」利用推進協議会が認証する「三重の木」やあかね材
「志摩市公共建築物等木材利用方針」に基づく木材を最優先し、

及び検査

５）製造業者等に関する資料等の提出を求める材料

・設計ＧＬ＝ＫＢＭ　　　　mm（現状地盤高は図示）

3 概成工期

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（平成31年版）

・処分地指定　　処分地（　　　　　　　　）

・別表１　建築物に係る解体工事

・建築設備、内装材等

・屋根ふき材

・外装材・上部構造部分

・基礎、基礎ぐい

・その他

　（　　　　　　　　　）

工程ごとの作業内容及び解体方法

工　      程 作業内容

・ 有 
・ 無 

・ 有 

・ 無 

・ 有 

・ 無 
・ 有 

・ 有 
・ 無 

・ 無 

分別・解体の方法

・ 手作業
・ 手作業と機械作業の併用

・ 手作業

・ 手作業と機械作業の併用

・ 手作業

・ 手作業と機械作業の併用
・ 手作業

・ 手作業と機械作業の併用
・ 手作業

・ 手作業と機械作業の併用

・造成等

・基礎、基礎ぐい

・外装材、上部構造部分

・屋根

・建築設備、内装等

・その他

・本体付属品

・その他

　（　　　　　　　　　）

作業内容
・ 有 

・ 無 

・ 有 

・ 無 

・ 有 
・ 無 

・ 有 

・ 有 

・ 無 

・ 無 

分別・解体の方法
・ 手作業

・ 手作業と機械作業の併用

・ 手作業

・ 手作業と機械作業の併用

・ 手作業
・ 手作業と機械作業の併用

・ 手作業

・ 手作業と機械作業の併用

・ 手作業

・ 手作業と機械作業の併用

・ 有 
・ 無 

・ 手作業
・ 手作業と機械作業の併用

作業内容

・ 無 

・ 無 

・ 無 

・ 無 

・ 無 

分別・解体の方法

・ 手作業

・ 手作業

・ 手作業

・ 手作業

・ 手作業

・ 手作業と機械作業の併用

・ 有 

・ 無 

・ 手作業

・ 手作業と機械作業の併用

工程ごとの作業内容及び解体方法

工　      程

工程ごとの作業内容及び解体方法

工　      程

手作業・機械作業を併用する理由
建築設備の取り外し　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

内装材料の取り外し　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

屋根ふき材の取り外し（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・ 有 

・仮設 ・ 有 

・ 手作業と機械作業の併用
・土工

・基礎

・本体構造

・ 有 

・ 有 

・ 有 

・ 手作業と機械作業の併用

・ 手作業と機械作業の併用

・ 手作業と機械作業の併用

　（　　　　　　　　　　　）

源化等をした施設の名称及び所在地、再資源化等に要した費用を書面にて監督

職員に報告する。なお、書面は「建設リサイクルガイドライン(平成14年5月)」

に定めた様式１｛再生資源利用計画書（実施書）｝及び様式２｛再生資源利用

促進計画書(実施書)｝を兼ねるものとする。

　また、分別解体・再資源化の完了時に、再資源化等が完了した年月日、再資

　本工事が「建設リサイクル法」の対象工事外である場合においても前記に準

じ適切な措置を講ずるものとする。

建設リサイクル法　・対象工事　・対象工事外

　処理等

・現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

6 発生材の

なお、これにより難い場合は、監督職員と協議しなければならない。

　本工事の施工にあたっては「建築工事における建設副産物管理マニュアル」

を参考に適切な処理に努めるものとする。

　本工事が、特定建設資材を用いた建築物等に係る解体工事又はその施工に特
定建設資材を使用する新築工事等であって、その規模が「建設工事に係る資材

の再資源化等に関する法律」(平成12年5月31日法第104号  以下「建設リサイク

ル法」という。）施行令又は、都道府県が条例で定める建設工事等であって、

建設リサイクル法に基づき分別解体等及び特定建設資材の再資源化等の実施に

ついて適切な措置を講ずることとする。

　なお、本工事における特定建設資材の分別解体等・再資源化等については、

別表１又は２，及び３の積算条件を設定しているが、工事請負契約書「７解体

されたものであるため、発注者が積算上条件明示した別表の事項と別の方法で

の責によるものではない事項については、この限りでない。工事契約後に明ら

かになったやむをえない事情により、予定した条件により難い場合は、監督職

員と協議するものとする。

工事に要する費用等」に定める事項は契約締結時に発注者と受注者の間で確認

あった場合でも変更の対象としない。但し、現場条件や数量の変更等、受注者

　請負者は受注時において述べ面積が500㎡以上の工事については、工事着手前

すること。

に「再生資源利用計画書」及び「再生資源利用促進計画書」を監督職員に提出

　また、工事完了後にはJACICが運営する「建設副産物情報交換システム」へ

再資源化等に関する法律、資材の有効な利用を促進する法律、廃棄物の処理及び

に従い適切に処理し監督職員に報告する。
（ﾏﾆﾌｪｽﾄA、B2、D、E票を提示し、集計表を提出すること。）

・引渡しを要するもの（・金属類　・ＰＣＢ含有物　・　　　　　　　　　）

・特別管理産業廃棄物（・廃石綿　・　　　　　　　　　　　　　　　　　）

実施報告を行うこと。

・引渡しを要するもの、再資源化を図るものについては調書を作成して監督職員

へ提出すること。

・引き渡しに要する以外のものには、全て構外に搬出し、建設工事に係る資材の

・建設副産物情報交換システムの利用

・特定建設資材の再資源化等

[1.3.11]

・建設発生土仮置場　　（・指定なし　・図示　・　　　　　　　　　　）

清掃に関する法律、その他関係法令によるほか、「建設副産物適正処理推進要綱」

その規模に関する基準以上の工事（以下「対象工事」という。）である場合は、

・別表２　建築物に係る新築工事等（・新築  ・増築  ・修繕  ・模様替）

・別表３　建築物以外の物に係る解体工事又は新築工事等（・外構  ・工作物等）

打合せによる
打合せによる

打合せによる
打合せによる

打合せによる
打合せによる

-500

1

25㎝

7
未定　別途協議

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ､外部階段

・コンクリート打設､鉄骨建方､クレーン作業については、土日祝で行う。(要協議)

　グラウンドへの進入を控える。
・工事については、浜島幼保園、浜島支所と協議の上、進める。

・園児の送迎時間(8：00～9:00　15：00～16：00)については、工事車両の

■図面番号■縮尺
(A2)三重県志摩市阿児町鵜方1047-185

TEL／FAX　　0599-77-6625

■設計日■印■工事名称 ■図面名称
一級建築士 (大臣)登録　第312989号
迫間　正道

■検印■設計者■訂正日
****
****

一級建築士事務所　三重県知事登録第1-2400号

※A3版は70.7%縮小
ＩＲＯ建築設計 N.S

特記仕様書-1浜島幼保園屋上避難階段設置工事実施設計 A-012020/08/25



・場内指定場所に敷き均し（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

山留めの存置　・行う（存置範囲　※図示）・　

鋼矢板等の抜き後の処理　※直ちに砂等で充填する　・　　山留めの撤去

建設汚泥の発生量の抑制に努めること。

「建設汚泥の再利用に関するガイドライン(平成18年6月12日国土交通省)」により

処理対象　・図示　　・　　建設汚泥の処理4

3 (3.3.3)

・場内指定場所に堆積

特　記　事　項項　　目章

・直接基礎

　　・図示による（　　　　　）　　　・　

4 1

　　・図示による（　　　　　）　　　・　

　　・行わない

　　・行う　　　　位置等　・図示による（　　　　　）　　・　

　支持層の位置及び土質（基礎ぐいの先端位置含む）

(3.2.1)(4.2.4)(4.3.4、5)(4.4.4)(4.5.5、6)

　支持地盤の位置及び土質（基礎底盤の位置含む）

・地盤の載荷試験

　載荷試験の方法　・地盤工学会基準　JGS 1521による

　試験の位置、載荷荷重　 ・図示による（　　　　　）　　　・　

・杭基礎

　試験掘り（根切り底の状態の確認等）

支持地盤等

種類等

既製コンクリート杭

地業

2

　・遠心力高強度プレストレストコンクリート杭(PHC杭)

　・プレストレスト鉄筋コンクリート杭(PRC杭)

　・外殻鋼管付きコンクリート杭(SC杭)

寸法、継手、性能等（種別：種類、性能及び曲げ強度区分）

　・開放形　・半開放形　・閉そく形　　・　

試

験

杭

中杭

上杭

下杭

上杭

中杭

下杭
杭

本

種

類

コンクリート

強度(N/mm2)

杭径

(mm) (㎜)

厚さ 杭長
継手数

セット

数
備考

長期設計支持力

(kN/本)

工法

杭先端部形状

　・セメントミルク工法

(4.2.2)(4.3.1、3～6、8)

　　SC杭の鋼管材料　　・SKK400　　　・SKK490

(㎜)

　　　試験杭の位置　・図示による（　　　　　）　　　・　

　　試験杭　

　　杭の精度

　　　水平方向の位置ずれ　・杭径の1/4かつ100mm以下　　　　・　

　　　杭の傾斜　　　　　　・1/100以内　　　　・　

　　　できる工法

　　　　α=(　　　)、β=(　　　)、γ=(　　　)

　　工法

　　　・プレボーリング拡大根固め工法

　　　・中堀り拡大根固め工法

　　　・　

　　　γが以下の値を採用できる工法

　　・H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式でα=250を採用

　　・H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式のうちα、β、

　・特定埋込杭工法

　　杭周固定液　　・使用する　　　・使用しない

　　試験杭　

　　　試験杭の位置　・図示による（　　　　　）　　　・　

　　杭の精度　水平方向の位置ずれ　・杭径の1/4かつ100㎜以下　・　

　　　　　　　杭の傾斜　　　　　　・1/100以内　　　　・　

　・アーク溶接継手　

杭の継手の工法

　　溶接材料　　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による

　・無溶接継手(継手部に接続金具を用いた方式のもの)　

　　工法　　※認定等を受けた工法

　　検査　　※認定等により定められた項目

　　施工　　※認定をされた施工管理基準による

　　処理方法（切断にともなう補強方法含む）

　・処理しない

　・処理する　

　・基礎のコンクリートと同調合のもの　　　　・　

杭頭の処理等

杭頭の中詰め材料

　　　・図示による（　　　　　）　　　　　　・　

　　杭の支持層への根入深さ　・図示による（　　　　　）　　・　

　　掘削深さ　・図示による（　　　　　）　　・　

　　杭の支持層への根入深さ　・図示による（　　　　　）　　・　

地
業
工
事

鋼杭地業3

備 考

上杭

中杭

下杭

試

験

杭

本

杭

上杭

中杭

下杭

種類
杭径

(mm)

板厚

(㎜)

杭長
継手数

セット

数

長期設計支持力

(kN/本)

鋼杭の材料　

寸法、継手等

(4.2.2)(4.3.8)(4.4.3～6)

　　・H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式でα=250を採用

　　　できる工法

　　　　α=(　　　)、β=(　　　)、γ=(　　　)

　　　・中堀り拡大根固め工法

　　　・　

　　・H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式のうちα、β、

　　　γが以下の値を採用できる工法

　・特定埋込杭工法

　　　工法

工法

　・　　　　　　・　

(㎜)

　　杭の支持層への根入深さ　・図示による（　　　　　）　　・　

　　杭の精度

　　　水平方向の位置ずれ　・杭径の1/4かつ100㎜以下　・　

　　　杭の傾斜　　　　　　・1/100以内　　　　・　

　　試験杭

　　　試験杭の位置　・図示による（　　　　　）　　　・　

杭の精度

　水平方向の位置ずれ　・杭径の1/4かつ100㎜以下　・　

　杭の傾斜　　　　　　・1/100以内　　　　・　

孔壁の保持状況（孔壁測定）

　測定箇所　・試験杭（　　　）箇所及び本杭（　　　）箇所　　・　

杭の支持層への根入深さ　・図示による（　　　　　）　　・　

・SD295A

・SD345

種類の記号 呼び径（mm） 備　考

鉄筋の種類

試験杭

　試験杭の位置　・図示による（　　　　　）　　　・　

(mm)

　・無溶接継手(継手部に接続金具を用いた方式のもの)　

　　工法　　※認定等を受けた工法

　　検査　　※認定等により定められた項目

　　施工　　※認定をされた施工管理基準による

　・処理しない

　・処理する　

　　処理方法（切断にともなう補強方法含む）

　　　・図示による（　　　　　）　　　　　　・　

　・基礎のコンクリートと同調合のもの　　　　・　

杭頭の処理等

杭頭の中詰め材料

　・溶接継手　

　　形状　　・JIS A 5525による　　　・　

杭の継手の工法

寸法等

併用する工法

3 場所打ちコンク

リート杭地業

　・アースドリル工法(安定液　※使用する　　　・使用しない）

　・リバース工法

　・オールケーシング工法（孔内の水張り　・行う　　　・行わない）

　・場所打ち鋼管コンクリート杭工法

　　鋼管巻き材料　　　・SKK400　　　　・SKK490

　・拡底杭工法（安定液　　　・使用する　　　・使用しない）

　・　

試験杭

本　杭

軸径

(mm)

拡底径 杭長
セット数

(kN/本)
備考

長期設計支持力

(4.2.2)(4.5.1、4～6)

工法

　　溶接材料　　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による　　　・　

(mm)

帯筋　・図示による（　　　　　）　　・　

鉄筋の最小かぶり厚さ　・100mm　　・　

鉄筋かごの補強

　・杭径1.5m以下の場合は鋼板6×50(mm)、1.5mを超える場合は鋼板9×50～75(mm)

　　の補強リングを3m以下の間隔で、かつ、1節につき3箇所以上入れ、リングと

　　主筋との接触部を溶接する

　・　

　・　

組み立てた鉄筋の節ごとの継手

　※重ね継手　　　　重ね継手の長さ　・図示による（　　　　）　・　

　・　

主筋の基礎底盤への定着長さ　・図示による（　　　　　）　　　・　

コンクリートの設計基準強　・図示による（　　　　　）　　　・　

コンクリートの種別　・Ａ種　　・Ｂ種　　・認定等の内容による

スランプ　・　　　　※18cm

構造体強度補正

　※3N/mm2　　・図示による（　　　　　）　　　・評定等の内容による

砂利地業4 (4.6.2、3)

　・基礎下、土間コンクリート下、土に接するスラブ下

　・図示による（　　　　　）

適用範囲

　を提出する。

　　仮置場　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　受入条件（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　搬出場所（　　　　　　　　　　　　　　　）

・場外指定場所に搬出する。搬出後、監督職員へ搬出先の受入を確認できる資料

　　仮置場  （　　 　　　　　　）

　　搬出距離（　　　　　　 　　）　ＤＩＤ区間 （　　 　　　　　　）

建設発生土の処理2

　の運搬に相当する経費を見込んでいる。

　る。搬出後、監督職員へ搬出先の受入を確認できる資料を提出する。なお、次

　受入条件等が確認できる資料を監督職員に提出し、協議により搬出先を決定す

(3.2.5)

・材料及び工法 　材料（　　　　　　　　　）　　工法（　　　　　　　　　）

　・Ｄ種 （細粒分(75μm以下)の含有率(重量百分率)の上限を50％未満とする）

　　　　  土質（　　　　　　　　）    受渡場所（　　　　　　　　　　　）

　・Ｃ種　適用場所（　　　　　　　　　）

　・Ｂ種　適用場所（　　　　　　　　　）　

　・Ａ種　適用場所（　　　　　　　　　）　

　　　　　 適用場所（　　　　　　　　　　　　　　）　

(3.2.3)埋戻し及び盛土13

土
工
事

5

地業

捨コンクリート

15

2

3

鉄
筋
工
事

鉄筋の種類

溶接金網

(5.2.1)

・ SD295A

・ SD345
・　

(5.2.2)

種類

・鉄筋格子

種類の記号

・溶接金網

備考呼び径(mm)種類の記号

呼び径（mm）部  位

柱、梁の主筋

耐力壁の鉄筋

その他の鉄筋

（　　 　　　）

・ガス圧接　・機械式継手　・溶接継手

・重ね継手　・                      

(4.6.4)

鉄筋の種類

鉄線の形状等

鉄線の形状、網目寸法、鉄線の径 (㎜) 使用部位

(5.3.4)(5.5.2)(5.6.3)鉄筋の継手及び定着

鉄筋の継手の方法等

・重ね継手　・　

範囲　・基礎梁下、土に接するスラブ下　　・図示による（　　　　　）

2

6 床下防湿層

　・建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下（ピット下を除く）

(4.6.2、5)

材料　　※ポリエチレンフィルム厚さ0.15mm以上　　　・　

7 地盤改良工法 種類及び施工方法等　・図示による（　　　　　）　　　・　

継手位置　・図示による（　　　　　）　　・　

柱及び梁主筋の重ね継手の長さ　・図示による（　　　　　）　　・　

耐力壁の重ね継手の長さ　・図示による（　　　　　）　　・　

鉄筋の定着の長さ　・図示による（　　　　　）　　・　

鉄筋のかぶり厚さ

及び間隔（溶接金

網を含む)

(5.3.5)

最小かぶり厚さ　・図示による（　　　　　）　　・　

　軽量コンクリートを適用する場合

　・あり　適用箇所(　　　　　　　　　)

　　・最小かぶり厚さに加える厚さ（　　　）mm　　・　

　耐久性上不利な箇所がある場合（塩害等を受けるおそれのある部分等）

　・あり　適用箇所(　　　　　　　　　)

　　・最小かぶり厚さに加える厚さ（　　　）mm　　・　

5 各部配筋 (5.3.7)

各部配筋　・図示による（　　　　　）　　・　

6 圧接完了後の

圧接部の試験 試験

　※超音波探傷試験

　・引張試験

　　試験方法等　　・　　　　　　※標準仕様書5.4.10(ｲ)(b)①～⑥による

機械式継手7 (5.5.2)

適用箇所　　　・図示による（　　　　　）　　　・　

機械式継手の種類　　　・図示による（　　　　　）　　　・　

(5.4.10)

H12建告第1463号に適合する性能　・A級　　　・　

溶接継手8 (5.6.3)

適用箇所　　　・図示による（　　　　　）　　　・　

溶接継手の工法　　　・図示による（　　　　　）　　　・　

継手の方法

H12建告第1463号に適合する性能　・A級　　　

範囲

・「建設発生土情報交換システム」を活用し近隣の受入先を調査の上、搬出距離、

処理方法　・再生資源化施設へ搬出　　・　

砂利厚さ　　・60mm　　　・　

材料　　・再生クラッシャラン　　　　　・切込砂利又は切込砕石

セメントの種類　※高炉セメントB種　　　　・　

設計基準強度　　・18N/mm　　　　・　

スランプ　　・15cm又は18cm　　　・　

厚さ　　・50mm　　　・　

4

・表3.2.1による種別

100㎜

60㎜

D10、D13､D16

D19

S-09

S-08

S-01､02

S-01､02

S-01､02

未定　協議による

S-01､02

S-01､02

柱状改良土

脱水後、埋戻し
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打増し厚さ（打ち

放し仕上げ部）

型枠

　・20㎜　　・　

・打放し仕上げの打増し厚さ(内部に面する部分に限る)

　・10㎜　　・20㎜　　・　

溶接材料8 (7.2.5)

スランプ

コンクリートの

　・ Ⅱ類（JIS A 5308に適合したコンクリート）

1

種類 コンクリートの類別

6

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事

コンクリートの気

乾単位容積質量に

よる種類及び強度

2 (6.2.1～4)(6.3.2)(6.10.1、2)

(6.2.1)

等

・普通コンクリート

・ 

・ 

・ 24

設計基準強度

(N/mm2) (t/m3)(cm)

気乾単位容積質量
適用箇所

2.3程度

・軽量コンクリート

・ 

・ 

設計基準強度 スランプ

(cm)(N/mm2)
適用箇所種類

質量(t/m3)

気乾単位容積

※21　・　 ・1種　・2種

4 骨材 (6.3.1)

3 セメント (6.3.1)

種類

　アッシュセメントＡ種（普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210に示さ

　れた規定の他、水和熱が７日目で352J/g以下、かつ28日目で402J/g以下のものと

　する）　適用箇所（　　　　　）

13 (6.8.1)

・打放し仕上げの打増し厚さ(外部に面する部分に限る)

14 (6.8.2)

7

鉄
骨
工
事

1 鉄骨の製作工場 (7.1.3)

・監督職員の承諾する工場

鉄骨製作工場の加工能力

　けた(株)日本鉄骨評価センター及び(株)全国鉄骨評価機構(旧(社)全国鐵構工業

　して国土交通大臣から認定を受けた工場又は同等以上の能力のある工場

　協会）の「鉄骨製作工場の性能評価基準」に定める（　　　　　）グレードと

2 (7.1.4)

・配置する　　　・配置しないる施工管理技術者

鉄骨制作工場におけ

3 鋼材 （7.2.1)

種類の記号 適用箇所(主要に部分） 規  格  等

・ JIS規格による　・　

・ JIS規格による　・　

・ JIS規格による　・　

・ JIS規格による　・　

・ JIS規格による　・　

・ JIS規格による　・　

種類等

溶接材料

(6.3.1)

・混和剤

・混和材

5 混和材料

寒中コンクリート6 (6.11.1、2)

構造体強度補正値

適用期間　　　・図示による（　　　　　）　　　・　

　・標準仕様書6.11.2(3)(ｱ)による　　・積算温度による

(6.12.2)暑中コンクリート

構造体強度補正値　　　※6N/mm2　　　　・　

マスコンクリート

セメントの種類　(6.13.2)

8 (6.13.1、2)

適用箇所　　　・図示による（　　　　　）　　　・　

Ｇ□　・フライアッシュセメントＢ種　　　・シリカセメント

　・　

　・普通ポルトランドセメント　　　　・中庸熱ポルトランドセメント

　・低熱ポルトランドセメント　　　　・高炉セメントＢ種□Ｇ

　・混和剤

混和材料

　　混和剤の種類　※標準仕様書6.13.2(2)(ｱ)による　　　・　

　・混和材

　　混和材の種類　※標準仕様書6.13.2(2)(ｲ)による　　　・　

スランプ　　　※15cm　　　・　

構造体強度補正値　・　　　　　※標準仕様書表6.13.1による

無筋コンクリート9 (6.14.1)

コンクリートの種類　・　　　　　　　　※普通コンクリート

セメントの種類　※普通ポルトランドセメント、高炉セメントＡ種、

　　　　　　　　　シリカセメントＡ種又はフライアッシュセメントＡ種

　　　　　　　　・高炉セメントＢ種　　　　・フライアッシュセメントＢ種 Ｇ□Ｇ□
設計基準強度　※18N/m㎡ 　　　　 ・　

スランプ　　　※15cm又は18cm 　  ・　

適用箇所　・　　　　　・標準仕様書6.14.1(4)(ｱ)～(ｶ)による

流動化コンクリート (6.15.1)10

適用箇所　　　・図示による（　　　　　）

11 (6.6.4)(6.8.1)

打継目地

ひび割れ誘発目地、

打継ぎの位置、

打継ぎの位置　・図示による（　　　　　）　　・　

目地寸法　・標準仕様書9.7.3(1)(ｱ)～(ｳ)　　　・図示による（　　　　　）　

合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ

種別

・ A種

・ B種

・ C種

適　用　箇　所

12

の仕上り

構造体コンクリート (6.2.5)

種別 適　用　箇　所

コンクリートの仕上りの平たんさ

・ a種

・ b種

・ c種

せき板の材料及び厚さ　・合板（・12mm　・　　　）　　　　　・　

・断熱材を兼用した型枠材

　使用箇所　　・図示による（　　　　　）　　・　

・MCR工法用シート

　適用箇所　　・図示による（　　　　　）　　・　

　打増し厚さ　　　・20mm　　　・　

　打増し範囲　　　・図示による（　　　　　）　　　　・　

スリーブの材種・規格等　　・図示による（　　　　　）　　・　

位水量測定

コンクリートの単 実施要領15

　・図示による（　　　　　）　　・　

4 高力ボルト

　・トルシア形高力ボルト

(7.2.2)(7.3.2)(7.4.2)(7.12.5)

高力ボルトの種類

　・ JIS形高力ボルト

　・　

ボルトの縁端距離、ボルトの間隔、ゲージ等

　・図示による（　　　　　）　　　・　

摩擦面の処理方法

　・　

　・自然発錆（黒皮等を除去した後に自然放置して表面に赤さびが発生した状態）

　・ブラスト処理（表面粗度50μmRz以上）

・すべり試験の実施

　　・すべり係数試験　　　・すべり耐力試験

　　すべり試験において、対比試験片を作成し、摩擦面の処理状況の確認をする　

5 普通ボルト (7.2.3)(7.3.2、8)

ボルト及びナットの材料

　・標準仕様書表 7.2.3（JIS付属書品）又は次による。

　　ボルトの規格は、JIS B 1180とする。

　　鋼とする。

　　ボルトの種類は、呼び径六角ボルト又は全ねじ六角ボルトとし、材料は

　　ボルトの強度区分は、4.6又は4.8とする。なお、呼び径六角ボルトの軸径の

　　最大寸法は、ボルトの径の値以下とする。

　　ナットの規格は、JIS B 1181とする。

　　ナットの種類は、六角ナット－Cとし、材料は、鋼とする。

座金　※JIS B 1256　　・　

　・図示による（　　　　　）　・　

ボルトの縁端距離、ボルトの間隔、ゲージ等

母屋又は胴縁の取付けに使用するボルトの孔径

　※ねじの呼び径+1.0mm　　　・　

6 溶融亜鉛めっき

高力ボルト

(7.3.2)(7.4.2)(7.12.5)

　・図示による（　　　　　）　　・　

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

摩擦面の処理方法

　・ブラスト処理（表面粗度50μmRz以上）

　・　

　・りん酸塩処理

・すべり試験の実施

　　・すべり係数試験　　　・すべり耐力試験

　　すべり試験において、対比試験片を作成し、摩擦面の処理状況の確認をする　

7 アンカーボルト (7.2.4)(7.3.2)

・構造用アンカーボルト

　種類　　　・ABR400　　　・ABR490　　　・　

・建方用アンカーボルト

　種類　　　・SS400　　　・　

　アンカーボルト及びナットのねじの公差域クラス及び仕上げの程度

　・図示による　　・　

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

・標準仕様書7.2.5(1)(2)による　　・　

9 ターンバックル (7.2.6)

種類

　建築用ターンバックルボルト　　　※羽子板ボルト　　　・　

　建築用ターンバックル胴　　　※割枠式　　　・　

ねじの呼び　　　・図示による（　　　　　）　　　・　

10

適用場所 材質・形状・寸法 備　　考

・デッキプッレー

・デッキプッレー

　トとコンクリー

　トとの合成スラ

　ト単独の構法　

　ブとする構法　

デッキプレート

床構造用の (7.2.7)(7.7.8)

材料、形状及び寸法

開口部補強要領（補強筋の定着長さ等を含む）

　・図示による（　　　　　）　　　 ・　

鉄骨部材への溶接方法　　　・図示による（　　　　　）　　　・　

耐火認定

　・あり

　　耐火時間　　　・図示による（　　　　　）　　・　

　・なし

呼び長さ（mm）

・22

・19

・16

適用箇所径(呼び名)

種類等

(7.2.8)11 スタッド

12 (7.2.9)柱底均しモルタル

無収縮モルタルとする場合の材料、調合等

　通しダイアフラムの突合せ継手の食い違いの寸法

鉄骨の製作精度は、JASS 6付則6［鉄骨精度検査基準］に加えて、次による

（7.3.3)13 製作精度

　アンダーカットの寸法

　・「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」による

　・　

（7.3.10)

仮組を行う範囲　　　・図示による（　　　　　）　　　　・　

仮組14

(7.6.3)

試験の要領　　　・図示による（　　　　　）　　　　・　

溶接技能者の

技量付加試験

15

溶接接合 (7.6.4、7)16

開先の形状　・図示による（　　　　　）　　　・　

・エンドタブの切断する部分

　切断する箇所　・図示による（　　　　　）　　　・　

　切断範囲

　　・図示による（　　　　　）　　　・　

　　・エンドタブ、裏当て金等は、梁フランジの端から5mm以下を残して直線上に

　　　切断する。なお、切断線が交差する場合は、交差部をアール状に加工する

　　・標準仕様書7.6.7(1)(ｶ)(b)②による　　・　

鋼材と溶接材料の組合せと溶接条件　　溶接条件

入熱､パス間温度の17

　・図示による（　　　　　）　　　・　

　・図示による（　　　　　）

適用箇所　　

　・図示による（　　　　　）　　　・　

・スカラップの形状

　・JASS 6 10.4［受入検査］e.溶接部の外観検査(1)から(5)までによる。

溶接部の試験18 (7.6.12)

平12建告第1464号第二号に関する外観試験方法等

　　検査による

　・「突合わせ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」3.5.2　受入

　　・抜き取り検査①　　※抜き取り検査②

　・工事現場溶接の場合　

　・工場溶接の場合　

検査水準

節 ・全て　　

・　　　　 ・　　　　

・　　　　 ・　　　　

・　　　　

JASS 6 付則 6［鉄骨精度検査基準］の付表3「溶接」に関する試験方法等

　　ただし、完全溶込み溶接部の外観検査の抜取箇所は、超音波探傷試験の試験

　　箇所と同一とする。外観試験の不合格箇所は、すべて標準仕様書7.6.13による

　　補修を行い、再試験する。

完全溶込み溶接部の超音波探傷試験

ひび割れの誘発目地の位置、形状、寸法　・図示による（　　　　　）

・フライアッシュセメントＢ種　　　　　適用箇所（　　　　　）

食い違い・仕口のずれの検査方法及び補強方法

★印は構造体強度補正値(S)を適用しない

　・柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶込み溶接部　

　　　切断面の仕上げ

　・　

錆止め塗装

耐火被覆

　　・　

 －

 ・ 

 ・ 乾式吹付けロックウール

 ・ 半乾式吹付けロックウール

 ・ 湿式ロックウール

 ・ 

 ・ 

 ・ 繊維混入けい酸カルシウム板

 ・ 

 ・ 高断熱ロックウール

種 別 材料・工法
性能

(耐火時間) (部位・部分)

適用箇所

・ 耐火材

　 吹付け

・ 耐火板

   張り

・ 耐火材

   巻付け

・ ラス張り

   モルタル塗り

19 (7.8.2、4)(18.3.2)

塗料の範囲

　耐火被覆材の接着する面の塗装範囲

　　・図示による（　　　　　）　　　・　

　　・図示による（　　　　　）　　　・　

　耐火被覆材の接着する面以外の塗装範囲

塗料の種別

　・鉄鋼面の錆止め塗料の種別

　・亜鉛めっき鋼面の錆止め塗料の種別

　　・　

塗料種別

　　錆止め

　・鉄骨鉄筋コンクリート造の鋼製スリーブで鉄骨に溶接されたものの内側の

　　塗料の種別

　・耐火被覆材が接着する面の塗料の種別

20 (7.9.2～8)

種別、材料、工法等

・ 耐火塗料

21 アンカーボルト （7.10.3)

の設置等 構造用アンカーボルトの形状及び寸法

　・図示による（　　　　　）　　　　・ 

構造用アンカーフレームの形状及び寸法

　・図示による（　　　　　）　　　　・ 

建方用アンカーボルトの形状及び寸法

　・図示による（　　　　　）　　　　・ 

建方用アンカーボルトの保持及び埋込み工法

　種別　　・A種　　・B種

　　屋外　　　・A種　　　・　

　　屋内　　　・A種　　　・　

　　　※A種　　　・　

柱底均しモルタルの厚さ及び工法の種別

　厚さ　　・　

軽量形鋼構造 （7.11.2)22

ボルトの接合方法　・普通ボルト接合　　　・ 

　・ Ⅰ類（JIS A 5308への適合を認証されたコンクリート）

・普通ポルトランドセメント、高炉セメントＡ種、シリカセメントＡ種又はフライ

アルカリシリカ反応による区分　・A　　　・B

・高炉セメントＢ種　　　　　適用箇所（・基礎及び基礎梁　・　　　　　）

7

・建築基準法第77条の56に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認定を受

　　・標準仕様書表7.2.3による　　　・　

　混和剤の種類　　　・標準仕様書6.3.1(4)(a)による　　　・　

　混和材の種類　　　・標準仕様書6.3.1(4)(b)による　　　・　

　　・H12建告第1464号第二号イ(2)による　　・　

　　・H12建告第1464号第二号イ(3)による　　・　

　・標準仕様書7.2.9(2)(ｱ)から(ｴ)による   　　・　

　　AOQL(%)　　　・4.0　　　・2.5

・第６水準

　　※全て　　・　

　種別　　・A　　・　

Ｊ

・　図示による(S-11)

S-13

S-13

30㎜

S-03

S-03

S-03

21 18 基礎､地中梁､土間

18 15 捨てコン

■図面番号■縮尺
(A2)

A-03
三重県志摩市阿児町鵜方1047-185
TEL／FAX　　0599-77-6625

■設計日■印■工事名称 ■図面名称
一級建築士 (大臣)登録　第312989号
迫間　正道

■検印■設計者■訂正日
****
****
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N.S
浜島幼保園屋上避難階段設置工事実施設計 2020/08/25



(15.11.2、3、4、5、7、8)

　土壁用ののり　※つのまた　・ふのり　・ぎんなんそう　・粉末海藻　・　

　・建築基準法に基づく耐力壁の指定がある場合（　　　　　　　　　　　　　） 

(15.12.2、3)

　砂壁用ののり　※ふのり　・つのまた　・こんにゃくのり　・にかわ

　・土物仕上げに用いる色土の種類　（　　　　　　　　　　）

　・大津仕上げに用いる色土の種類　（　　　　　　　　　　）

　・大津仕上げに用いる色土の種類　（　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　・水ごね土物１工法　　・水ごね土物２工法

　　　　　　　　・のりさし土物工法　　・のりごね土物工法

接着剤のホルムアルデヒド放散量　　　　※ 規制対象外　・ 　　　

ロックウールのホルムアルデヒド放散量　※ 規制対象外　・ ロックウール吹付け

14 1

2

金
属
工
事

ステンレスの表面

仕上げ

(14.2.1)

※ ＨＬ程度

・ 鏡面仕上げ程度

種　類 施工箇所（手すり、タラップ、建具以外）

・ No.２Ｂ 程度

アルミニウム及び

アルミニウム合金の

表面処理

(14.2.2)(表 14.2.1)

施工箇所（成形板、笠木、建具以外）色合い等種　別

15

左
官
工
事

モルタル塗り1

　　　　　　・設けない 

既製目地材　・設ける　施工箇所（　　　　　）　形状（※図示　・　　　　　）

モルタル　　・現場調合材料

　　　　　　・既調合材料（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

床の目地

　・設ける

　　　種類　　※押し目地　　・　　　　　　　　　 ）

　　　目地割り　　※２m2程度（最大目地間隔３m程度　　・　　　　　 ）

　・設けない

(15.3.2、5)

外装タイル張り下地等の下地モルタル塗り及び下地調整塗材塗りの接着力試験

　・適用する　　・適用しない 

・防水剤

　　品質・性能　　建築材料等品質性能表による

　　試験方法　　　建築材料等品質性能表による

2 ラス系下地

ラス系下地

　・直張りラスモルタル下地

　　　換気口部の措置（防水処理）　・　　　　

　・通気工法二層下地

　・通気工法単層下地

　・耐力壁、防火構造、準防火構造等の指定（　　　　　　　　　　　）

ラスの材料

　素材による区分、種類及び単位面積当たりの質量

　　・２種波形ラス700　　・２種防水紙付きリブラス800

　(15.2.4)

3 (15.5.2)(表15.5.1)

・せっこう系　　・セメント系塗り

セルフレベリング材

4 仕上塗材仕上げ  (15.6.2)

建物内部に使用する塗料のホルムアルデヒド放散量　  ※規制対象外　・ 

仕上塗材の種類 

種　類 呼び名 仕上げの形状等

・薄付け仕上

  塗材  塗材

・厚付け仕上

  塗材

・複層仕上

　塗材

・軽量骨材

  仕上塗材

・外装薄塗材Ｓｉ

・外装薄塗材Ｅ

・防水形外装薄塗材Ｅ

・外装薄塗材Ｓ

・内装薄塗材Ｃ

・内装薄塗材Ｌ

・内装薄塗材Ｓｉ

・内装薄塗材Ｅ

・内装薄塗材Ｗ

・外装厚塗材Ｃ

・外装厚塗材Ｓｉ

・外装厚塗材Ｅ

・内装厚塗材Ｃ

・内装厚塗材Ｌ

・内装厚塗材Ｇ

・内装厚塗材Ｓｉ

・内装厚塗材E

・複層塗材ＣＥ

・複層塗材Ｓｉ

・複層塗材ＲＥ

・複層塗材Ｅ

・防水形複層塗材ＣＥ

・防水形複層塗材Ｅ

・防水形複層塗材ＲＥ

・防水形複層塗材ＲＳ

・吹付用軽量塗材

・こて塗用軽量塗材

・可とう形外装薄塗材Ｓｉ

・可とう形外装薄塗材Ｅ

・可とう形複層塗材ＣＥ

防火材料

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・砂壁状

・ゆず肌状（・吹付け　・ローラー塗り）

・さざ波状

・平たん状 

・凹凸状（・吹付け　・こて塗り） 

・砂壁状じゅらく

　吸放湿性　・適用する　・適用しない 　

・凹凸状　・ひき起こし　・かき落とし

・吹放し　・凸部処理　　・平たん状 

・ゆず肌状　・凸部処理　・凹凸状

耐候性　　※耐侯形３種　・ 　　

上塗材 

  溶媒　※水系　・溶剤系　・弱溶媒系

  樹脂　※アクリル系　・ 　　

  外観　※つやあり　・つやなし

　　　　・メタリック

5 ＡＬＣパネルの

場合の下地処理

(15.6.4)

内壁目地部の形状　　※Ｖ形目地付き　　・　　

マスチック塗料塗り6

種別　　・Ａ種　　・Ｂ種

塗り

せっこうプラスター7

こまい壁塗り9

のり

　 　　　　　　・合成樹脂系混和剤　

色土

色砂の種類

　・天然砂と岩石の砕砂

・土物仕上げ

　　種類　　・土物仕上げ工法

　　　　　　・砂壁仕上げ工法

　　　　　　・切返し仕上げ工法

・大津仕上げ

　　種類　　・普通大津仕上げ工法

　　　　　　・大津みがき仕上げ工法

下塗りの調合

塗厚

　※標準仕様書 表15.11.3による

　※Ａ種　・Ｂ種

工程

　※標準仕様書 表15.11.2　　・　

仕上吹付け厚さ(mm)　　・図示　　・25　　・　　

10 ロックウール

   上塗材　　・適用する　・適用しない

　 吸放湿性　・適用する　・適用しない

・着色骨材砂壁状（・吹付け　・こて塗り）

(15.8.3)

調合及び塗厚

下塗り

上塗り

　・既調合プラスター（下塗り用）　　・現場調合プラスター（下塗り用） 

　・既調合プラスター(上塗り用)　　・しっくい塗り

8 (15.10.2、3)しっくい塗り

しっくい塗り

下地

　・現場調合材料　　※標準仕様書15.10.2(1)(ｱ)による

　・既調合材料

　　　製造所（　　　　　　　　　　）　　種類（　　　　　　　　　　）

　※木ずり、こまい土壁塗り、せっこうラスボード、せっこうボード

　・　　

　・こまい土壁下地の場合　　※標準仕様書表15.10.2 

　・木ずり下地の場合　　　　※標準仕様書表15.10.1

陽極酸化皮膜の着色方法　　※二次電解着色　　・三次電解着色

鉄鋼の亜鉛めっき3 (14.2.3)(表14.2.2)

施工箇所（手すり、タラップ以外）種　別

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

・Ｄ種

・Ｅ種

・Ｆ種

表面処理方法

溶融亜鉛めっき

電気亜鉛めっき

4 軽量鉄骨天井下地 (14.4.2～4)(表14.4.1)

野縁等の種類

　屋外　※ 25 形　・ 19 形

　屋内　※ 19 形　・ 25 形

・屋外の軒天井、ピロティ天井等

・吊りボルトの間隔が900mmを超える場合 

・天井のふところが1.5m以上3.0m以下の場合 

・天井のふところが3.0mを超える場合 

・天井下地材における耐震性を考慮した補強 

　工法 

　　建築基準法に基づき定まる（・1　・1.15　・1.3）の風圧力に対応した工法

　    野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔　　・図示　　・ 

  　　周辺部の端からの間隔　　・図示　　・ 

  　　野縁の間隔　　・図示　　・  

  補強方法　　※標準仕様書14.4.4(8)による　  ・図示

  補強方法　　※図示　　・  

　補強方法　　※図示　　・ 

　補強箇所　　・図示　　・ 　

　補強方法　　※図示　　・ 　

軽量鉄骨壁下地5 (14.5.3)(表 14.5.1)

スタッド、ランナーの種類 

スタッドの高さが5.0mを超える場合　　※図示　　・ 　

　※標準仕様書 表14.5.1によるスタッドの高さによる区分に応じた種類　・図示 

出入口及びこれに準ずる開口部の補強 

　※標準仕様書14.5.4(5)による　  ・図示

6 金属成形板張り (14.6.2、3)(表 14.2.1)

・押出し

・ロール

・プレス

スパン

 ドレル形
・ｱﾙﾐﾆｳﾑ

・
パネル形

(mm) (mm)

板厚板幅

色合い等

表面処理

種  別
製 法 形 状種 別

・ＢＢ－１

・ＢＢ－２

・　　　　

取付け用下地　　※標準仕様書14.4による　 ・図示 

伸縮調整継手　 ・設ける（施工箇所　・図示　　・　　　　　）　・設けない 

　(14.7.2、3)(表 14.2.1)(表 14.7.1)

表面処理　種別（　　）種

アルミニウム製

笠木

7

種類　　・250形　　・300形　　・350形

笠木の固定金具の工法等

　建築基準法に基づき定まる（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

(14.8.2、3)8 手すり及び

タラップ 手すり　・SUS304（表面処理　※ＨＬ程度　　・　　　　　　　）

タラップ　・SUS304（表面処理　　※研磨なし　　・　　　　　　　　）

　　　　　・鋼製　（表面処理　※溶融亜鉛めっきＣ種　　・　　　　　　　　） 

・ステンカラー

・ブロンズ

・ブラック系

・　

・ステンカラー

・ブラック系

・

・ブロンズ

　　　　　色合い等　・ステンカラー　・ブロンズ　・ブラック系　・　

1

2

3

防火戸

見本の製作等

防犯建物部品

(16.1.3)

(16.1.4)

(16.1.6)

※建具表による　・　

建具見本の製作　　・行う（建具符号：　　　　） 　　　　　　　　　　

                  ・行わない

建具見本の程度　　・工事に使用するものとして、あらかじめ製作する 　

                  ・納まり等が分かる程度のもの　 

特殊な建具の仮組　・行う（建具符号：　　　　） 　　　　　　

　　　          　・行わない 

・適用する（・建具表による　・　　　　）

・適用しない 

4 (16.2.2、4、5) (表14.2.1) (表16.2.1)

性能値等

アルミニウム製

建具

　・防音ドア・防音サッシ　　遮音性の等級（　　　）

　・断熱ドア・断熱サッシ　　断熱性の等級（　　　）

  　　　　　　　　　　　　　（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

  　　　　　　　　　　　　　（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

　・耐震ドア　　　 　　　　 面内変形追随性の等級（　　　　）

  　　　　　　　　　　　　　（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

　性能  外部に面する建具の種別

　　・Ｄ種（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　）

　　・Ａ種（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　）

　　・Ｂ種（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　）

　　・Ｃ種（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　）

　　・Ｅ種（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　）

　　・Ｄ種（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　）

網戸等5 (16.2.3)

網　目線　径種　類

・防虫網

・防鳥網

※合成樹脂製 

・ガラス繊維入り合成樹脂製 

・ステンレス(SUS316)製 

ステンレス(SUS304)線材

※0.25mm以上

・ 　　　　　

1.5mm

・ 

網目寸法15mm

※16～18メッシュ 

樹脂製建具6 (16.2.5)(16.3.2～5)(表16.3.1)

枠の見込み寸法　　・建具表による　　・　

表面処理 （標準仕様書表14.2.1）

性能値等

材　質

  外部に面する建具　種別　・ＢＢ－１種　・ＢＢ－２種　・　

  屋内の建具　　　　種別　・ＢＣ－１種　・ＢＣ－２種  ・　

結露水の処理方法　※図示　・ 

水切り板、ぜん板　※図示　・ 　

　・防音ドア・防音サッシ　　遮音性の等級（・T-1　・T-2　）

  　　　　　　　　　　　　　（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

　・断熱ドア・断熱サッシ　　断熱性の等級（・H-4　・H-5　・H-6　）

  　　　　　　　　　　　　　（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

枠の見込み寸法　　・建具表による　　・ 

表面色　　・標準色　　・特注色 

水切り板、ぜん板　　※図示　　・　

ガラス　　※複層ガラス　・　

(16.2.2) (16.4.2～4) (表16.4.2)鋼製建具7

性能値等

 　　　　　　　　　　　 ・適用しない 

　・防音ドア・防音サッシ　　遮音性の等級（　　　）

　・断熱ドア・断熱サッシ　　断熱性の等級（　　　）

  　　　　　　　　　　　　　（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

  　　　　　　　　　　　　　（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

　・耐震ドア　　　 　　　　 面内変形追随性の等級（　　　　）

  　　　　　　　　　　　　　（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

ステンレス鋼板　　※SUS304、SUS430J1L 又はSUS443J1　　・　　

8 鋼製軽量建具 (16.2.2) (16.5.2～4)

性能値等

 　　　　　　　 　　　　　　・適用しない 

　・防音ドア・防音サッシ　　遮音性の等級（　　　）

　・断熱ドア・断熱サッシ　　断熱性の等級（　　　）

  　　　　　　　　　　　　　（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

  　　　　　　　　　　　　　（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

　・耐震ドア　　　 　　　　 面内変形追随性の等級（　　　　）

  　　　　　　　　　　　　　（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

材料　・亜鉛めっき鋼板　　・ビニル被覆鋼板　　・ステンレス鋼板 

ステンレス鋼板　　※SUS304、SUS430J1L 又はSUS443J1　　・　　

鋼板類の厚さ　　※標準仕様書 表16.4.2による

鋼板類の厚さ　　※標準仕様書表16.5.1による

召合せ、縦小口包み板の材質　　※鋼板　　・　 

　・簡易気密型ドアセット　　・適用する （建具符号：・建具表による　・　　）

 　　　　　　　　　　　　　   ・S-5（建具符号：・建具表による　・　　　　）

  外部に面する建具の耐風圧性　・S-4（建具符号：・建具表による　・　　　　）

  簡易気密型ドアセット　・適用する （建具符号：・建具表による　・　　　　）

　性能  外部に面する建具の種別

　　・Ａ種（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　）

　　・Ｂ種（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　）

　　・Ｃ種（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　）

　　・Ｅ種（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　）

 　　　　　　　　　　　　 　  ・S-6（建具符号：・建具表による　・　　　　） 

ステンレス鋼板　　※SUS304、SUS430J1L 又はSUS443J1　　・　　

　　　　　　　　　　着色　・ステンカラー　・ブロンズ　・ブラック系　・　

　　　　　　　　　　着色　・ステンカラー　・ブロンズ　・ブラック系　・　

16

建
具
工
事

　　　　・鋼製　（表面処理　・標準仕様書 表14.2.2の（　　）種　　・　　 ） 

3.2㎜以上

6.0㎜以上

A

■図面番号■縮尺
(A2)三重県志摩市阿児町鵜方1047-185

TEL／FAX　　0599-77-6625

■設計日■印■工事名称 ■図面名称
一級建築士 (大臣)登録　第312989号
迫間　正道

■検印■設計者■訂正日
****
****

一級建築士事務所　三重県知事登録第1-2400号

※A3版は70.7%縮小
ＩＲＯ建築設計 特記仕様書-4

N.S
浜島幼保園屋上避難階段設置工事実施設計 A-042020/08/25



9 ステンレス製建具 (16.2.2)(16.4.2)(16.6.2～5)

性能値等

  簡易気密型ドアセット　・適用する （建具符号：・建具表による　・　　　　）

 　　　　　　　　　　　 ・適用しない 

  外部に面する建具の耐風圧性　・S-4（建具符号：・建具表による　・　　　　）

 　　　　　　　　　　　　　   ・S-5（建具符号：・建具表による　・　　　　）

 　　　　　　　　　　　　 　  ・S-6（建具符号：・建具表による　・　　　　） 

　・防音ドア・防音サッシ　　遮音性の等級（　　　）

  　　　　　　　　　　　　　（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

　・断熱ドア・断熱サッシ　　断熱性の等級（　　　）

　・耐震ドア　　　 　　　　 面内変形追随性の等級（　　　　）

  　　　　　　　　　　　　　（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

  　　　　　　　　　　　　　（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

ステンレス鋼板　　※SUS304、SUS430J1L 又はSUS443J1　　・　　

表面仕上げ　　※ＨＬ　　・鏡面仕上げ　　・　 

ステンレス鋼板の曲げ加工　　※普通曲げ　　・角出し曲げ 

(16.7.2～4)10 木製建具

建具材の加工、組立時の含水率　※Ｂ種　・ 

建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量 

　※規制対象外　　・ 　

・フラッシュ戸 

　表面材の合板の種類 

表面板の厚さ　※表16.7.6による　・ 　　

・かまち戸 

  かまち樹種（　　　）　鏡板樹種（　　　） 　　

・ふすま 

・戸ぶすま 　

  見込み寸法　　※36mm　　・建具表による　　・　　 

  張りの種別（・Ⅰ型　・Ⅱ型 ） 　　

  上張り（押入等の裏側以外）  ・鳥の子　 ・新鳥の子又はビニル紙程度

  縁仕上げ  ・塗り縁　・生地縁（素地）　・生地縁（ウレタンクリヤー塗装）

  見込み寸法　　※19.5mm　　・建具表による　　・ 　

・紙張り障子 　

  見込み寸法　　※30mm　　・建具表による　　・ 　

  見込み寸法　　※30mm　　・建具表による　　・ 　

枠、くつずりの材料　　・建具表による　　・　

建具用金物11 (16.8.2、3)(表16.8.1)

・普通合板

・天然木化粧合板 

・特殊加工化粧合板 

表面の樹種

樹種名（　　　　　　　　　） 

接着の程度（・1類　・2類 ） 

化粧加工の方法 

  生地、透明塗料塗り 

  不透明塗料塗り 

板面の品質（　　　） 

接着の程度（・1類　・2類 ） 

（・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ ・ﾌﾟﾘﾝﾄ ・塗装） （・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ ・ﾌﾟﾘﾝﾄ ・塗装） 

表面性能（　　　　    　）タイプ 

接着の程度（・1類　・2類 ） 

  （※ラワン合板程度　・　　　 ）

  （※しな合板程度 ・　  　　　） 

合板の種類 備　考規　格　等

金物の種類・見え掛り部の材質等 

金属製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

樹脂製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

木製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

木製建具に使用する戸車及びレール

　・建具表による　　・　 

握り玉及びレバーハンドル、押板類、クレセントの取付け位置

・錠前類 【シリンダ箱錠及びシリンダ本締まり錠】 

　　品質　建築材料等品質性能表による

・錠前類 【レバーハンドル】

　　性能　建築材料等品質性能表による

　　性能　建築材料等品質性能表による

・クローザ類

　　品質・性能　建築材料等品質性能表による

　　試験方法　　建築材料等品質性能表による

鍵12 (16.8.4)

マスターキー　　・製作する　　・製作しない 

重量シャッター1516

建
具
工
事

　(16.11.2、3)

シャッターの種類

　・管理用シャッター耐風圧強度 (           ) N/m2

　・屋内用防火シャッター

　・外壁用防火シャッター耐風圧強度 (           ) N/m2

　・防煙シャッター

開閉方式の種類　　※上部電動式（手動併用）　 ・ 上部手動式　

　・図示　　・　　

二重チェーン、急降下制動装置、急降下停止装置を設けた電動シャッターの設置箇所

　・図示　　・　　

屋内用防火シャッター若しくは防煙シャッターの危害防止機構

　・設ける　（設置箇所　　・図示　　・　　　　　　　　）

　　　「防火区画に用いる防火設備等の構造方法を定める件」(昭和48年12月28日

　　　建設省告示第2563号) に定める基準に適合するもの

　　　※障害物感知装置 (自動閉鎖型)　　・　

スラット及びシャッターケース用鋼板 　

管理用シャッターのシャッターケース　　・設ける　　・設けない　　

　めっきの付着量　　※Z12又はF12　　・　

  鋼板の種類　　・JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

                ・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯） 　

軽量シャッター16 (16.12.2～4)

開閉方式の種類　　※手動式　　・上部電動式（手動併用） 

耐風圧強度（　　　　）N/m2

スラットの材質 の種類

　・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯） 

  ・JIS G 3322（塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯） 

     めっき付着量（※Z06又はF06　　・　　　　　） 　

     めっき付着量（※AZ90　　・　　　　　） 

スラットの形状　　・インターロッキング形　　・オーバーラッピング形 

(16.13.2、3)17 オーバーヘッド

ドア
セクション材料

による区分 

※スチールタイプ 

・アルミニウムタイプ 

・ファイバーグラスタイプ

区分(Pa)

開閉方式 

による区分

収納形式

による区分 の材料

ガイドレール 耐風圧性能

・125(1250)

・100(1000)

・ 75( 750)

・ 50( 500)

※バランス式 

・チェーン式 

・電動式　 　

・スタンダード形 

ガラスの留め材及び溝の大きさ

・ 　

・ 　

アルミニウム製

鋼製及び鋼製軽量

ステンレス製

建具の種類 ガラス留め材 ガラス溝の大きさ(mm)

・シーリング材 

・ガスケット 　

・シーリング材 

・シーリング材 

※建具の製造所の仕様による

・図示 

※建具の製造所の仕様による

※建具の製造所の仕様による

・図示

・図示

  ・グレイジングチャンネル形 

  ・ 　

・ガスケット 　

※建具の製造所の仕様による

・図示 

  ・グレイジングチャンネル形 

  ・ 　

・シーリング材 樹脂製

ガラスブロック19 (16.14.5)

表面

形状
呼び寸法 厚さ

色調

ｸﾘｱ

目地幅(mm)

曲面積み平積み

伸縮調整 防火

性能目地位置(mm)乳白

・正方形

・長方形

・125×125

・160×160

・200×200

・320×320

・250×125

・320×160

80

・125 

・ 95 

・125 

・ 95 

95

80

95

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・15～25

・ 

※ 8～15 外側

 ※15以下 

 ・  

内側

 ※6以上 

 ・  

・図示  

・ 

※無し

・有り 

※6m以下ごと

  に幅10～25 

曲面積みの曲率半径は、ガラスブロックの幅寸法の10倍以上とする。

壁用金属枠及び補強材　　※図示

      寸法　　※径5.5mm　　・　

力骨　材質　　※ステンレス鋼(SUS304)　　・　

      形状　　※はしご形状複筋及び単筋　　・　

化粧目地モルタルの色（　　　　　　　　　　） 

金属製化粧カバー　材質　　・ステンレス製　　・アルミニウム製 

　　　　　　　　　寸法　　※図示　　・ 　

　　　　　　　　  形状　　※図示　　・ 

障害物感知装置を設けた電動シャッターの設置箇所

障害物感知装置を設けた電動式シャッターの設置箇所障害物感知装置を設けた電動式シャッターの設置箇所　　・図示　　・　

18 ガラス

フロート板ガラス

　品種及び厚さの呼びによる種類 

　　※建具表による　　・　　

型板ガラス

　厚さによる種類

　　※建具表による　　・　　

網入板ガラス及び線入板ガラス

　網又は線の形状、板の表面の状態及び厚さの呼びによる種類

　　※建具表による　　・　　

合わせガラス

　材料板ガラスの種類及び厚さの組合せ並びに合わせガラスの合計厚さ

　形状による種類

　落球衝撃はく離特性並びにショットバック衝撃特性による種類

　　・平面合わせガラス　　・曲面合わせガラス

　　・Ⅰ類　　・Ⅱ－１類　　・Ⅱ－２類　　・Ⅲ類

強化ガラス

　　※建具表による　　・　　

　破片の状態及びショットバック衝撃特性による種類

　　・Ⅰ類　　・Ⅲ類

熱線吸収板ガラス

　板ガラスによる種類、厚さによる種類

　　※建具表による　　・　　

　性能による種類

　　・１種　　・２種

複層ガラス

　材料板ガラスの種類及び厚さの組合せ並びに複層ガラスの厚さ

　　※建具表による　　・　　

　断熱性による区分

　　・Ｔ１　　・Ｔ２　　・Ｔ３　　・Ｔ４　　・Ｔ５　　・Ｔ６

　日射取得性、日射遮蔽性による区分

　　・Ｇ　　・Ｓ

　乾燥気体の種類

　　・空気　　・アルゴン　　・　

熱線反射ガラス

　材料板ガラスの種類及び厚さによる種類

　　※建具表による　　・　　

　日射熱遮へい性による区分

　　・１種　　・２種　　・３種

　耐久性による区分（日射熱遮蔽性による区分が２種の場合）

　　・Ａ類　　・Ｂ類

　映像調整

　　・行わない　　・行う

倍強度ガラス

　材料板ガラスの種類及び厚さによる種類

　　※建具表による　　・　　

　　※建具表による　　・　　

※溶融亜鉛めっき鋼板 

　形状による種類、材料板ガラスの種類による名称

(16.9.2、3)

引き戸用駆動装置

多機能トイレ出入り口引き戸用駆動装置

引き戸用検出装置

戸の開閉方式

　・建具表による　　・　

引き戸用検出装置の種類

凍結防止措置

　・適用する　　・適用しない

自閉式上吊り引戸

装置

 (16.10.3)

　性能値　※標準仕様書 表16.9.2による

　性能値　※標準仕様書 表16.9.3による

　性能値　※標準仕様書 表16.9.1による　種類（　　　　　）

　※標準仕様書 表16.9.4による　種類（　　　　　　　　　）　・建具表による

性能値等　　※標準仕様書 表16.10.1による

試験方法　建築材料等品質性能表による

自動ドア開閉装置13

14

　　　　鋼製　・10　・20　・30　・60　・120　・200本用

16

建
具
工
事

118 材料

塗
装
工
事

(18.1.3)屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量 　

素地ごしらえ2 (18.2.2～7)

木部

亜鉛めっき鋼面

モルタル面及びプラスター面

鉄鋼面

不透明塗料塗りの場合

その他ボード面

目地：継目処理工法

目地：継目処理工法以外

せっこうボード面及び

コンクリート面(DP以外)及びALCパネル面
押出成形セメント板面

透明塗料の場合

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

下　地　面　等 種　　別

3 錆止め塗料塗り (18.3.2、3)

　鉄鋼面

　亜鉛めっき鋼面

見え掛り部分

見え隠れ部分

下地面等

　※Ｂ種　・Ａ種 

　※Ｂ種　・Ａ種

　※Ａ種　・Ｂ種

工程の種別 塗料の種別

・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

（EP-Gの場合　　　　　

　　　　※Ｂ種　・Ａ種）

（EP-Gの場合　Ｃ種）

(18.4.1～18.14.2)塗装4

塗装 種別 塗料の種類

高日射反

射率塗料

・合成樹脂調合ペイ

　ント塗り(SOP) 

・クリヤラッカー塗り(CL) 

・アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り(NAD) 

・耐候性塗料塗り(DP)

木部屋外 

木部屋内 

鉄鋼面 

亜鉛めっき鋼面 

鉄鋼面 

亜鉛めっき鋼面 

      － 

      － 

      － 

        － 

        － 

        － 

        － 

        － 

        － 

        － 

        － 

        － 

        － 

　　・　

　　・　

　　・　

　　・　

・Ａ種　・Ｂ種

・Ｃ種 

上塗り塗料の等級（　 ）級

上塗り塗料の等級（　 ）級

・水性　・油性

鋼製建具等　

鋼製建具等以外 

　※Ａ種　・Ｂ種

　※規制対象外　・ 　

・防火材料　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする

  　        ・次の箇所を除き防火材料とする（箇所：　　　　　　　　　） 

ガラス用フィルム20

・日射調整フィルム

・低放射フィルム

・衝撃破壊対応ガラス

　飛散防止フィルム

記号

外貼り用内貼り用

・ＳＣ－１ ・ＳＣ－２

・ＧＩ－１ ・ＧＩ－２

・ＬＥ　　
熱貫流率による区分

日射遮蔽性能による区分

 ・Ａ ・Ｂ ・Ｃ ・Ｄ ・Ｅ

 ・Ａ ・Ｂ ・Ｃ ・Ｄ

・

種  類 性 能 等

品質　JIS A 5759による。

・ローヘッド形　 

・ハイリフト形　

・バーチカル形 

工法 

　建築基準法に基づき定まる（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法 　

目地部の横力骨の納まり

　※ガラスブロック製造所の仕様による　　・図示

(9.7) (16.14.2～4) (表16.14.1)

・ステンレス鋼板 

（　　　　　　）

・つや有合成樹脂エ

  マルションペイン

  ト塗り(EP-G)

・合成樹脂エマルションペイント塗り(EP) 

・合成樹脂エマルション模様塗料塗り(EP-T) 

・ウレタン樹脂ワニス塗り(UC) 

・オイルステイン塗り(OS) 

・木材保護塗料塗り(WP)

ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出

成形ｾﾒﾝﾄ板面

ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ﾓﾙﾀﾙ面、

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面

その他ﾎﾞｰﾄﾞ面等

屋内の鉄鋼面

ﾌﾟﾗｽﾀｰ面、

　・標準仕様書表16.8.1により適用は建具表による　　・　 

　・標準仕様書 表16.8.2による　　・　　

　・標準仕様書 表16.8.3による　　・　 

　・標準仕様書 表16.8.4による　　・　 

　・標準仕様書 表16.8.5による　　・　 

鍵箱　　・有り　　・無し 

鍵の製作本数　　・各室３本１組（室名札付き）　・　3本

・Ｂ種　・Ａ種

・Ａ種　・Ｂ種

・Ｂ種　・Ａ種

・Ｂ種　・Ａ種

・Ｃ種　・Ａ種　・Ｂ種

・Ｂ種　・Ａ種

・Ａ種　・Ｂ種

・Ｂ種　・Ａ種 

高日射反射率塗装を適用する場合の適用箇所は屋上、屋根面の金属面とする。

・Ａ種　・Ｂ種 

・Ｂ種　・Ａ種 

・Ｂ種　・Ａ種 

・Ｂ種　・Ａ種 

・Ｂ種　・Ａ種 

・Ｂ種　・Ａ種 

・Ｂ種　・Ａ種 

・Ｂ種　・Ａ種 

・Ｂ種　・Ａ種 

・Ｂ種　・Ａ種 

・１種　・２種

・１種　・２種

・１種　・２種

・１種　・２種

の適用 

A

■図面番号■縮尺
(A2)三重県志摩市阿児町鵜方1047-185

TEL／FAX　　0599-77-6625

■設計日■印■工事名称 ■図面名称
一級建築士 (大臣)登録　第312989号
迫間　正道

■検印■設計者■訂正日
****
****

一級建築士事務所　三重県知事登録第1-2400号

※A3版は70.7%縮小
ＩＲＯ建築設計 特記仕様書-5

N.S
浜島幼保園屋上避難階段設置工事実施設計 A-052020/08/25



119 接着剤

内
装
工
事

接着剤のホルムアルデヒド放散量 

 (19.2.2)

　※規制対象外　　・　 

接着剤は可塑剤（難揮発性の可塑剤を除く）が添付されていないものとする。

施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合の接着剤の種別

　・図示　　・　

ビニル床シート2 (19.2.2、3)

種類の記号 色　柄 厚さ(mm)

※ 2.0

・　　

※ＦＳ

・    

・　  

・マーブル柄 

・無地       

・柄物       

目地処理する場合の工法　　※熱溶接工法　・　 　

ビニル床タイル3

種類の記号 色　柄

(19.2.2)

寸　法

・無地　

・柄物　

・300×300 

・450×450 

厚さ(mm)

※ 2.0

・ 2.5

・ 3.0

4 特殊機能床 (19.2.2)

・帯電防止床シート

　　種類　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　性能　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　厚さ　（　　　　）mm

・帯電防止床タイル

　　種類　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　性能　（　　　　　　　　　　　　　　　）

・視覚障害者用床タイル

　　種類　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　形状　（　　　　　　　　　　　　　　　）

・耐動荷重性床シート

　　種類　（　　　　　　　　　　　　　　　）

・防滑性床シート

　　種類　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　厚さ　（　　　　）mm

　　厚さ　（　　　　）mm

・防滑性床タイル

　　種類　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　視覚障害者誘導用ブロック等の突起の形状・寸法及びその配列はJIS T 9251による 

・　　　 　

※ＫＴ　

・ＴＴ　

・ＦＴ　

・ＦＯＡ

・ＦＯＢ

　　寸法　（　　　　　　×　　　　　　　）mm　　厚さ（　　　）mm

　　寸法　（　　　　　　×　　　　　　　）mm　　厚さ（　　　）mm

19

内
装
工
事

せっこうボード

その他のボード

及び合板張り

合板類 、MDF及びパーティクルボード、接着剤のホルムアルデヒド放散量

(19.7.2、3)(表 19.7.1)

・普通合板

・天然木化粧合板

・特殊加工化粧合板

せっこうボード等の下地　※図示

遮音シール材　　・適用する（・シーリング材　・ジョイントコンパウンド）

　　　　　　　　・適用しない

合板類の張付け　　※Ｂ種　　・Ａ種

せっこうボードの目地工法　　・仕上表による　　・　

壁紙張り

断熱材

・木質系セメント板　　　種類・厚さ（ ※図示　・　　　　） 

・パーティクルボード　　　種類・厚さ（ ※図示　・　　　　　）

・吸音材料　　種類・厚さ（ ※図示  ・　　　　　）

・せっこうボード  種類・厚さ（ ※図示  ・　　　　）

　　表板の樹種名　・　 

　　板面の品質　・　 

　　厚さ　※図示　・　 

　　接着の程度　・１類　・２類

　　化粧板の樹種名　・　

　　厚さ　※図示　・　

　　接着の程度　・１類　・２類

　　防虫処理　・行う　・行わない

　　化粧加工の方法（ ・オーバーレイ　・プリント　・塗装　・　　　　）

　　表面性能　・　

　　防虫処理　・行う　・行わない

　　厚さ　※図示

　　接着の程度　・１類　・２類

　　防虫処理　・行う　・行わない

7 合成樹脂塗床
(19.4.2)(19.4.3)(表 19.4.4、5)

種別 施工箇所 工法 仕上げの種類

・薄膜型塗床材 

　弾性ウレタン樹脂系塗床 

・厚膜型塗床材 

・厚膜型塗床材 

　エポキシ樹脂系塗床 

・薄膜流し展べ工法 

・厚膜流し展べ工法 

・樹脂ﾓﾙﾀﾙ工法 

※平滑仕上げ　 

・防滑仕上げ ・つや消し仕上げ 

・平滑仕上げ 

・防滑仕上げ 

※平滑仕上げ 

塗料のホルムルデヒド放散量　(19.4.2)　　　※規制対象外　　　

　　工法　　・釘留め工法（　・根太張り　　・直張り）

フローリング張り8 (19.5.2～6)(表 19.5.1～5)

・複合フローリング

・単層フローリング　（フローリングボード１等）

　　　　　　・接着工法

　　樹種　　※なら　　・　

　　間伐材等の適用　　・適用する　　・適用しない

・単層フローリング（フローリングブロック１等）

　　厚さ　　・　 

　　樹種　　・　

　　大きさ　　・ 

　　間伐材等の適用　　・適用する　　・適用しない

　　工法　・釘留め工法（　・根太張り　　・直張り）

　　　　　・接着工法

　　樹種　　※なら　　・　

　　種別　　・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

　　間伐材等の適用　　・適用する　　・適用しない

フローリング及び接着剤のホルムアルデヒド放散量　※規制対象外　・　

接着工法の場合の裏面緩衝材　※合成樹脂発泡シート 　

・現場塗装仕上げ　

　※ウレタン樹脂ワニス塗り

　・オイルステインの上、ワックス塗り

　・生地のままワックス塗り

畳敷き9 (19.6.2)(表 19.6.1)

下地の種類　・標準仕様書　表12.6.1による床組 　　　　　　

            ・ 

畳表及び畳床はホルムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない

か、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

種別　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種（畳床：・KT-Ⅰ ・KT-Ⅱ ・KT-Ⅲ ・KT-K ・KT-N ） 

            ・ポリスチレンフォーム床下地（ノンフロン    ） 　　　　　　

(19.8.2、3)

紙 繊維
ﾌﾟﾗｽ

ﾁｯｸ

施工箇所

壁紙の種類

備　考防火性能

・不燃 ・準不燃

・不燃 ・準不燃

・不燃 ・準不燃

・不燃 ・準不燃

(19.9.2、3)

・断熱材打込み工法 

種　　　類 厚さ(mm) 施工箇所

・断熱材現場発泡工法 　　

・現場発泡断熱材 

  断熱材の種類　　※Ａ種１　　・Ｂ種１ 　　

  厚さ（mm）　　・25　　・30　　・　   　

  施工箇所　　・図示　　・　

　品質・性能　建築材料等品質性能表による

　試験方法　　建築材料等品質性能表による

無機質その他

モルタル・プラスター面の素地ごしらえ  ※Ｂ種　　・Ａ種　

コンクリート面の素地ごしらえ　　※Ｂ種　　・Ａ種　

せっこうボード面の素地ごしらえ　　※Ｂ種　　・Ａ種　

フェノールフォームを使用した断熱材、保温材及び接着剤のホルムアルデヒド

放散量　　　※規制対象外　　・　　

・ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材

・押出法ポリスチレンフォーム断熱材（スキン層なし）

・硬質ウレタンフォーム断熱材

・フェノールフォーム断熱材

10

11

12

　形状等　　※図示　　・　　

ビニル幅木 (19.2.2)

高さ(mm) 　 ※60　　・75　　・100

厚さ(mm)　　※1.5以上　　・　

5

ゴム床タイル　6 (19.2.2)

材質の種類　　・軟質　　・硬質 

・5～7　・ 

・織じゅうたん

色柄　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

寸法(mm)（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）   

厚さ(mm)  ・3.0　 ・4.5　 ・6.0　　・9.0 

カーペット敷き6 (19.3.3、4)(表 19.3.1)

　色柄（・　　　　　　　　※模様のない無地）

　パイル糸の種類等

　　※無地の織りじゅうたんの種別（・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種）

　　・　

　帯電性　　･適用する　　・適用しない

　織じゅうたんの接合方法　　※ヒートボンド工法　　

　下敷き材　　※反毛フェルト（JIS L 3204）の第２種２号　呼び厚さ8mm

　　　　　　　・　

・ タフテッドカーペット

パイル形状 パイル長さ（mm）

下敷き材(グリッパー工法の場合)　

　 ※反毛フェルト（JIS L 3204）の第２種２号　呼び厚さ 8mm 　・ 

・ニードルパンチカーペット 

　帯電性　　・適用する　　・適用しない

  厚さ（mm）（　　　　）

・タイルカーペット

工　法 帯電性

・適用する　　

・適用しない 

・全面接着工法 

・グリッパー工法

・ 

・4～6　・ 

・カットパイル

・ループパイル

・カット、ループ併用

施工箇所 総厚さ（mm）寸　法パイルの形状

※第一種

・第二種

・第一種

・第二種

・第一種

・第二種

種　類

※500×500

・

※ 6.5

・

※ 6.5

・

※ 6.5

・

※500×500

※500×500

・

・

※ループパイル

・カットパイル

・カット・ループ併用

タイルカーペットの敷き方

　平場　　※市松敷き　　・模様流し　　・　　　  　　

　階段部分　　※模様流し　　・市松敷き　　・ 

見切り、押え金物

　材質　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　種類　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

織り方 パイル形状

・ウィルトンカーペット

・ダブルフェースカーペット

・アキスミンスターカーペット

・カットパイル

・ループパイル

・カット/ループパイル

種類　・単層品　・複層品

・現場打ちの場合のコンクリート材料　設計基準強度　　※18N/mm2　　・　

121 屋外雨水排水 材料  (21.2.1、2)(表 21.2.1、2)

材　　　種 種類・記号 呼び径形　状

・ 遠心力鉄筋コンクリート管

・ 硬質ポリ塩化ビニル管

 外圧管（１種）

・ VP　

・ VU 

・ RS-VU  

・Ｂ形管

・

・図示

・

・ 図 示   

・ 図 示   

・ 図 示   

基床の厚さ及び種類　　・図示　　・　

排水桝の種類　　・図示　　・　　

側塊の形状及び寸法　　・図示　　・　　

砂地業に用いる材料　　 ・シルト　　・山砂　　・川砂　　・砕砂

砂利地業に用いる材料　　・再生クラッシャラン　　　・切込砂利又は切込砕石 

　　材質　　・ステンレス製　　・鋼製　　・合成樹脂被覆加工されたもの

凍上抑制層に用いる材料　　・　

砂の粒度試験　　・行う　　・行わない

鋳鉄製ふた (21.2.1)

適用荷重 鍵 備　　考種　類名　称

・Ｔ－２用 

・Ｔ－６用 

・Ｔ－２０用 

・ 

・有り

・無し

左記以外の品質等は

（公社）空気調和衛生

工学会SHASE-S209による

・水封形 

・密閉形

・中ふた付き密閉形

　（テーパ・パッキン式） 

　（テーパ・パッキン式） 

・簡易密閉形

　（パッキン式） 

鋳鉄製

ふた

マンホール

グレーチング (21.2.1)

形式
亜鉛めっき

(付着量)
上面形状適用荷重

メインバー

ピッチ
材　質 用　途

・鋼製

・ステン

　レス製

・受枠付き、

　ボルト固定 

・ 

・受枠付き、

　ボルト固定 

・ 

・溝ふた

（横断用） 

・溝ふた

（側溝用） 

・桝ふた用 

・Ｕ字溝用 

・溝ふた

（横断用） 

・溝ふた

（側溝用） 

・桝ふた用 

・Ｕ字溝用 ・T-20用 

・T-14用 

・歩行用

・T-20用 

・T-14用 

・歩行用

・ 

・普通目 

・細目 

・平形

・ 

・ 

・凹凸形

・平形

・ 

・ 

・凹凸形・

・

・細目 

・T- 2用 

・T- 6用 

・T- 2用 

・T- 6用 

－ －

－－

品質・性能　　　工事建築材料等品質性能表による

荷重試験方法　　工事建築材料等品質性能表による

街きょ、縁石、

及び側溝

(21.3.1、2)(表21.3.1)

街きょ、縁石、側溝

形状、寸法種　　類

・縁石 

・Ｌ形側溝 

・Ｕ形側溝 

・Ｕ形側溝ふた 

・ 

・ 図示　・　

・ 図示　・　

・ 図示　・　

・ 図示　・　

・ 図示　・　

Ｇ□砂利地業に用いる材料　　・再生クラッシャラン　　　・切込砂利又は切込砕石 

砂利地業の厚さ　　　※100（mm）　・図示 

凍上抑制層に用いる材料　　・　

砂の粒度試験　　・行う　　・行わない

埋戻し土 (21.2.1)

※ Ｂ種　　・　

2

3

4

5

排
水
工
事

・繊維板　　　種類・厚さ（ ・図示  ・　　　　　）

　・規制対象外　・ 

・現場打ちの場合のコンクリート材料　設計基準強度　　・18N/mm2　　・　

・現場打ちの場合の鉄筋　種類の記号　　・SD295A　・　

・現場打ちの場合の足掛け金物　　・標準仕様書21.2.2(6)(ｵ)　

硬質ポリ塩化ビニル管の継手に用いる材料　　・接着剤　　・　

■図面番号■縮尺
(A2)三重県志摩市阿児町鵜方1047-185

TEL／FAX　　0599-77-6625

■設計日■印■工事名称 ■図面名称
一級建築士 (大臣)登録　第312989号
迫間　正道

■検印■設計者■訂正日
****
****

一級建築士事務所　三重県知事登録第1-2400号

※A3版は70.7%縮小
ＩＲＯ建築設計 特記仕様書-6

N.S
浜島幼保園屋上避難階段設置工事実施設計 A-062020/08/25



記号 計算式(m) 面積(㎡)

1 0.570 × 2.731 1.556670

2 1.255 × 1.512 1.897560

3 1.200 × 2.731 3.277200

4 2.700 × 0.310 0.837000

5 1.212 × 5.908 7.160496

6 1.200 × 5.908 7.089600

7 2.700 × 0.212 0.572400

合計面積 22.39
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DN

キュービクル

機械台

砂場

Ｎ

延べ床面積

園舎

2階

建築面積

園舎

1階

既存

計画

計

計

㎡

合計

㎡716.09 ㎡ ㎡43.74 18.36

㎡ ㎡43.74 18.36

㎡676.33 676.33㎡

㎡

合計

㎡

㎡1,392.42

㎡923.65

㎡946.04

㎡ ㎡43.74 18.36

㎡㎡ ㎡43.74 18.36

22.39 22.39

985.75

1,008.14

778.19

1,454.52

倉庫1 倉庫2

倉庫1 倉庫2

㎡

㎡

(建設予定地)　三重県志摩市浜島町浜島７０９

遊具

遊具

ブランコ

砂場

砂場

駐車場

前面道路

前面道路

前面道路

倉庫2

砂場

倉庫1

計画建物

▽
既

存
建

物
壁

芯

▽既存建物壁芯

附近見取図

配置図　S:1/300

建築面積算定表　S:1/100

UP

1,700
3,350

3
,
8
0
0

6
,
0
0
0

3
,
8
0
0

6
,
0
0
0

1
,
0
0
0

8
0
0

3,350

道
路
境
界
線

17
,6
08

9,135

7,
13
3

道
路
境
界
線

11
,7
1
8

8,
92
0

2
,
7
3
3

7,
57
2

7,
91
8

道路境界線
45,2

33

5,239

道
路
境
界
線

11
,4
59

道
路
境
界
線

1
0
,7
0
1

隣
地
境
界
線
　
32
,
56
2

5,900

隣
地
境
界
線
　
8
,9
20

■図面番号■縮尺
(A2)三重県志摩市阿児町鵜方1047-185

TEL／FAX　　0599-77-6625

■設計日■印■工事名称 ■図面名称
一級建築士 (大臣)登録　第312989号
迫間　正道

■検印■設計者■訂正日
****
****

一級建築士事務所　三重県知事登録第1-2400号

※A3版は70.7%縮小
ＩＲＯ建築設計 1/300

浜島幼保園屋上避難階段設置工事実施設計 附近見取図・配置図
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避難の時には避難口を
破って上がって下さい

避難口

DN

キュービクル

機械台

砂場

Ｎ

仮囲い：ガードフェンス　H=1800

凡例

交通誘導警備員

養生シート張り(防音）

・本仮設参考図に記載された仮設設備等は発注者側の積算の考え方を示したものあり、施工条件
　として指定したものでは無いので、施工者側の責任の元に十分検討の上、施工するものとする。

・交通誘導警備員を配置する際は正門から工事入口まで工事車両を誘導すること。

・工事車両は最徐行で通行すること。

特記

・必要に応じて適切な路面養生を行うこと。

搬入・搬出経路

くさび緊結足場（手すり先行方式）幅=900

工事用出入口：クロスゲート　W=6000

搬入搬出時　警備員配置

コンクリート打設、建て方時　警備員配置

最上部　安全手摺

養生シート張り(防音）

養生シート張り(防音）

くさび緊結足場（手すり先行方式）幅=900
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6
0
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0

車両通行時は仮設通路の一部を移動・復旧すること。

仮設通路：足場板(幅240)×3枚　端材45×45　＠450以内　針金にて結束

A型単管バリケード

仮囲い：ガードフェンス　H=1800

点斜線部：整地敷地内整地

遊具

遊具

ブランコ

砂場

砂場

駐車場

前面道路

倉庫2

砂場

倉庫1

前面道路

前面道路

配置図　S:1/300

外部足場姿図(北側)　S:1/100

外部足場姿図(東側・西側)　S:1/100

外部足場姿図(南側)　S:1/100
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(隣地　浜島支所駐車場)

■図面番号■縮尺
(A2)三重県志摩市阿児町鵜方1047-185

TEL／FAX　　0599-77-6625

■設計日■印■工事名称 ■図面名称
一級建築士 (大臣)登録　第312989号
迫間　正道

■検印■設計者■訂正日
****
****

一級建築士事務所　三重県知事登録第1-2400号

※A3版は70.7%縮小
ＩＲＯ建築設計 1/300

浜島幼保園屋上避難階段設置工事実施設計 仮設計画図 A-082020/08/25



Ｎ

既存建物F.L＝KBM±0

コンクリートカッター入れ

コンクリートカッター入れ

斜線部分：土間コンクリート(有筋）　解体・処分

(デザインプレート位置を示す。)

メッシュフェンス　H=1200(全長15.96m)

土間　コンクリート面直均し　刷毛引き仕上

進入防水PL-4.5

桝B天端　設計GL±0(配管底　設計GL-1,095))
桝A天端　設計GL-50(配管底　設計GL-1025)

桝A～桝B迄の距離：10,600
70÷10,600＝0.00660377358
A通り：2,951×0.00660≒26.0　(-1,025-26＝-1,051)
B通り：4,301×0.00660≒28.0　(-1,095+28＝-1,067)
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■図面番号■縮尺
三重県志摩市阿児町鵜方1047-185
TEL／FAX　　0599-77-6625

■設計日■印■工事名称 ■図面名称
一級建築士 (大臣)登録　第312989号
迫間　正道

■検印■設計者■訂正日
****
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一級建築士事務所　三重県知事登録第1-2400号

ＩＲＯ建築設計 浜島幼保園屋上避難階段設置工事実施設計
(A2)
※A3版は70.7%縮小
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手摺　(2段)
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■図面番号■縮尺
三重県志摩市阿児町鵜方1047-185
TEL／FAX　　0599-77-6625

■工事名称
一級建築士 (大臣)登録　第312989号
迫間　正道

■検印■設計者
****
****

一級建築士事務所　三重県知事登録第1-2400号

ＩＲＯ建築設計 (A2)
※A3版は70.7%縮小

1/50
2階　平面計画図浜島幼保園屋上避難階段設置工事実施設計

■設計日■印■図面名称 ■訂正日

A-102020/08/25
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コンクリート基礎ブロック
緩衝用ゴム　t=5.0敷

金属系拡張アンカー留め　2-M10（ステンレスボルト）

照明取付用H型鋼

手摺　(2段)

メッシュフェンス　H=800　新設(朝日フェンス工業（株）　ARフェンス同等品)

メッシュフェンス両開き扉　H=800　新設
(朝日フェンス工業（株）　ARフェンス同等品)
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■図面番号■縮尺
三重県志摩市阿児町鵜方1047-185
TEL／FAX　　0599-77-6625

一級建築士 (大臣)登録　第312989号
迫間　正道

■検印■設計者
****
****

一級建築士事務所　三重県知事登録第1-2400号

ＩＲＯ建築設計 浜島幼保園屋上避難階段設置工事実施設計
(A2)
※A3版は70.7%縮小

1/50
R階　平面計画図

■設計日■印■工事名称 ■図面名称 ■訂正日

A-112020/08/25



避難の時には避難口を
破って上がって下さい

避難口

津波避難場所

屋上が使用可能
Evacuation on the rooftop

浜島幼保園
HAMAJIMA　YOUHOEN

tsunami evacuation area

1階柱：目荒らしの上、素地ごしらえ(B種）　DP塗り

看板：1100×1300　アルミ板 t=2.0、平リブ4本　5×50×1100
表面プリント仕上(A-15　参照)

北側　立面図　S:1/100

南側　立面図　S:1/100

東側　立面図　S:1/100

西側　立面図　S:1/100

■図面番号■縮尺
三重県志摩市阿児町鵜方1047-185
TEL／FAX　　0599-77-6625

■設計日■印■工事名称 ■図面名称
一級建築士 (大臣)登録　第312989号
迫間　正道

■検印■設計者■訂正日
****
****

一級建築士事務所　三重県知事登録第1-2400号

ＩＲＯ建築設計 浜島幼保園屋上避難階段設置工事実施設計
(A2)
※A3版は70.7%縮小立面図

1/100
A-122020/08/25
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N

U
P

U
P

PL-4.5(既存アルミ手摺固定用)

緩衝用ゴム　t=5.0敷

緩衝用ゴム　t=5.0敷

A通り汚水管

B通り汚水管

再生クラッシャラン　厚100

メッシュフェンス　H=1200

柱状改良体　Φ1,000　長さ6,600
長期地耐力　200kn／㎡

土間　コンクリート面直均し　刷毛引き仕上

1階柱：目荒らしの上、素地ごしらえ(B種）　DP塗り

照明取付用H型鋼

R階平面図

2階平面図

1階平面図

作図位置変更線

S:1/200

※現地測量値を示す。
　工事に先立ち、施工者にて再確認の上、
　十分注意し、地盤改良、基礎工事を行うこと。
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■図面番号■縮尺
三重県志摩市阿児町鵜方1047-185
TEL／FAX　　0599-77-6625

■設計日■印■工事名称 ■図面名称
一級建築士 (大臣)登録　第312989号
迫間　正道

■検印■設計者■訂正日
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一級建築士事務所　三重県知事登録第1-2400号

ＩＲＯ建築設計 浜島幼保園屋上避難階段設置工事実施設計
(A2)
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現況防水層：塩化ビニル樹脂系シート防水(機械的固定工法)

特記無きは、(D)を示す。

(B) (B) (C) (C) (C)(C) (C) (C)

(A)

(A)

ステンレス製丸環ボルト　M19
接着系アンカー

▽R.S.L

緩衝用ゴム　t=5.0敷

既存タラップ　φ19×7本(スチール)切断･撤去・処分
切断部　錆止め　DP塗り

Ｌ-100×100×7
PL-6

詳細図　1/20
○-48.6×3.5

接着性アンカー　M12(6本)
ステンレスボルト

フェンス斜め切断(現場加工)

(C)(C)

下部エプロン(フェンス同材)

下部エプロン(フェンス同材)コンクリート基礎ブロック(一般)　600□×300
緩衝用ゴム　t=5.0敷

コンクリート基礎ブロック(一般)　600□×300
緩衝用ゴム　t=5.0敷

下部エプロン(フェンス同材) コンクリート基礎ブロック(一般)　600□×300
緩衝用ゴム　t=5.0敷

急勾配袖

（BT M10、SW、大W付）
ホ－クカットアンカ－　#10CA

押え金具

角根BN M8×35
（W・SW付）

BN M6×30（W2枚付）
[SUS]

Ｌ型PL 3.2

端部壁取付

メッシュフェンス両開き扉　H=800
(朝日フェンス工業（株）　ARフェンス同等品)

メッシュフェンス両開き扉　H=800
(朝日フェンス工業（株）　ARフェンス同等品)

閂(ステンレスアングルビス取付・ステンレスパイプ40×40×2.0)
　設置後取付

閂(ステンレスアングルビス取付・ステンレスパイプ40×40×2.0)
　設置後取付

Ｌ-100×100×7　表面処理：溶融亜鉛めっき

○-42.7×3.5　表面処理：溶融亜鉛めっき

○-48.6×3.5　表面処理：溶融亜鉛めっき
○-48.6×3.5　表面処理：溶融亜鉛めっき

大口径フック滑り防止PL4.5

ハーネス滑車　RSQ-RPD-15
大口径フック　FS-90
1組　本工事に含む

ハーネス滑車用やぐら新設
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55 5 5

詳細　S1/20

置き基礎一覧　S:1/50

(A)×2基 (B)×2基 (C)×8基 (D)×37基

屋上フェンス門扉(A)　S:1/50 屋上フェンス門扉(Ｂ)　S:1/50 屋上フェンス(一般)　S:1/50 屋上フェンス(壁取付)　S:1/50

ハーネス　滑車用やぐら　S:1/50

■図面番号■縮尺
(A2)三重県志摩市阿児町鵜方1047-185

TEL／FAX　　0599-77-6625

■設計日■印■工事名称 ■図面名称
一級建築士 (大臣)登録　第312989号
迫間　正道

■検印■設計者■訂正日
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****

一級建築士事務所　三重県知事登録第1-2400号

※A3版は70.7%縮小
ＩＲＯ建築設計 浜島幼保園屋上避難階段設置工事実施設計
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園舎屋上平面図・雑詳細図-1 A-142020/08/25



避難の時には避難口を
破って上がって下さい

避難口

屋上使用可能

津波避難場所

浜島幼保園
tsunami evacuation area

HAMAJIMA　YOUHOEN

Evacuation on the rooftop

▽土間天端 ▽土間天端

進入防止用PL　t=4.5

▽土間天端

シリンダ－錠・レバーハンドル

ストライク t＝2.0(SUS)

□120×40×1.6

戸当り t＝2.3

土間コンクリートに埋込
土間コンクリートに埋込

建具周囲　変性シリコン(MS-2)シーリング充填　15×10

カッティングシート(文字)　400×200

メッシュフェンス片開き扉　H=1200　（シリンダー錠）
(朝日フェンス工業（株）　ARフェンス同等品)

※トイポップカラー

メッシュフェンス　H=1200(朝日フェンス工業（株）　ARフェンス同等品)
※トイポップカラー・デザインプレート付(5箇所　1階平面詳細図参照)

□-100×50×2.3

既存アルミ手摺　撤去処分

PL-4.5　溶融亜鉛メッキ仕上げ支柱：FB-38×12　＠900以内

支柱：FB-38×12　＠900以内

建具周囲　変性シリコン(MS-2)シーリング充填　15×10

新設手摺+既存手摺
アルミアングル　40×40×4　ビス固定

JIS Z 8210-6.1.7　400×400 JIS Z 8210-6.5.3　400×400

白

黒文字(150×150)

黒文字(75×75)

白文字(150×150)
白文字(75×75)

緑

□-100×50×2.3

看板取付用：Ｌ-50×50×4　溶融亜鉛めっき表面処理

支柱：FB-38×12　一般より延長(+90㎜)

看板：1100×225　アルミ板 t=1.5、カッティングシート(文字)

Ｌ-50×50×4　溶融亜鉛めっき表面処理

看板：1100×1300　アルミ板 t=2.0、平リブ4本　5×50×1100
表面プリント仕上

硝　　　子

備　　　考

金　　　物

施　　　錠

形　　　状

仕上・材質 アルミ形材

付属金物一式、丁番、握玉

空錠／サムターン(階段側)　取付高さ1500

ビル用サッシ　下枠無し

片開きドア　W=930　H=2000　(蹴破り戸)

ケイ酸カルシウム板　ｔ=6　EP塗(素地ごしらえＢ種)

硝　　　子

備　　　考

金　　　物

施　　　錠

形　　　状

仕上・材質 アルミ形材

アルミパネル5mm

付属金物一式、丁番、レバーハンドル

片開きドア　W=930　H=2000

サムターン／サムターン(取付高さ1500)

ビル用サッシ　下枠無し

2,000以内
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1
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,
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1,100 1,362

1階　片開き戸　S:1/50

1階　フェンス　S:1/501階　フェンス門扉　S:1/50

(平面)

(断面)

2階ベランダフェンス　改修後　S:1/502階　片開き戸　S:1/50 2階ベランダフェンス　改修前　S:1/50

避難標識　S:1/50

■図面番号■縮尺
三重県志摩市阿児町鵜方1047-185
TEL／FAX　　0599-77-6625

■設計日■印■工事名称 ■図面名称
一級建築士 (大臣)登録　第312989号
迫間　正道

■検印■設計者■訂正日
****
****

一級建築士事務所　三重県知事登録第1-2400号

ＩＲＯ建築設計 浜島幼保園屋上避難階段設置工事実施設計
(A2)
※A3版は70.7%縮小

1/50
雑詳細図-2 A-152020/08/25
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津波避難場所

屋上が使用可能
Ev a cu a ti o n  o n  t h e  r o of t o p

浜島幼保園
HA MA J I MA 　 Y O U HO E N

t s un a mi  e va c ua t i on  ar e a

Ｎ

ソーラーパネル付照明-1
取付用PL-6　200×350(鉄骨工事)

ステンレスボルト留め

ソーラーパネル付照明-2
取付用PL-6　200×350(鉄骨工事)
ステンレスボルト留め

ソーラーパネル付照明-3
取付用PL-6　200×200(鉄骨工事)

ステンレスボルト留め

S:1/200

西側立面図

東側立面図

ソーラーパネル付照明-3

ソーラーパネル付照明-2

ソーラーパネル付照明-1

3,350

3251,2003001,200325

1
,
1
8
0

6
,
0
0
0

1
,
8
0
0

A B

2
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ソーラーパネル付照明　仕様

リチウムバッテリー

5V／40W

単結晶シリコン

完全防水仕様(強化硝子)

出力

太陽電池タイプ

表面仕様

680×350㎜

3.2V／30Ah

サイズ

容量

消耗電力(定格出力) 18W

ライトサイズ 直径240㎜

材料 アルミニウム

無日照保証 3日

点灯時間

点灯モード 日没から2時間80％→3時間75％→3時間50％→消灯

パネル

LED照明

システム

使用可能環境温度 -20℃から60℃

重量 16.5㎏

約40m／S

日没から8時間点灯

(+1時間延長あり)

耐風速

株式会社シゲン　SML-4018　同等品
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■図面番号■縮尺
三重県志摩市阿児町鵜方1047-185
TEL／FAX　　0599-77-6625

■工事名称
一級建築士 (大臣)登録　第312989号
迫間　正道

■検印■設計者
****
****

一級建築士事務所　三重県知事登録第1-2400号

ＩＲＯ建築設計 (A2)
※A3版は70.7%縮小

1/50
浜島幼保園屋上避難階段設置工事実施設計

■設計日■印■図面名称 ■訂正日

照明器具取付指示図 A-162020/08/25



DN

キュービクル

機械台

Ｎ

既存樹木　枝払い　Φ100～150mm　10枝(処分共) 古タイヤ(遊具)　中サイズ　Φ750　5本撤去・処分

両面スライド施錠φ16

フェンス門扉　新設(朝日フェンス工業株　ARフェンス同等品)

斜線部：ブロック厚100　撤去・処分

斜線部：ブロック厚100　撤去・処分

斜線部：境界コンクリート天端はつりの上、モルタル補修

斜線部：境界コンクリート天端はつりの上、モルタル補修

コンクリートカッター入れ

コンクリートカッター入れコンクリートカッター入れ

▽地盤面

手摺子：□-25*25*1.6

笠木：□-75*45*2.3

支柱：□-50*50*2.3

手摺子受：□-50*50*2.3

柱：□-100*100*2.3

柱：□-100*100*2.3ブレース：φ9

梁：2C-150*50*20*2.3

ササラ桁：2C-150*50*20*2.3

既存外部階段　解体・処分(姿図参照)

(特大)

踏板　PL-6

CHPL-6

遊具

遊具

砂場
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倉庫2

砂場

倉庫1
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フェンス門扉新設

既存メッシュフェンス　H=1000　撤去・処分
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フェンス門扉新設　詳細図　S:1/50

（断面図）

（平面図）

（平面図）

▽道路地盤面

境界コンクリート

（姿図　園庭）

（姿図　道路）

既存外部階段(解体)　姿図　S:1/100
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■図面番号■縮尺
(A2)三重県志摩市阿児町鵜方1047-185

TEL／FAX　　0599-77-6625

■設計日■印■工事名称 ■図面名称
一級建築士 (大臣)登録　第312989号
迫間　正道

■検印■設計者■訂正日
****
****

一級建築士事務所　三重県知事登録第1-2400号

※A3版は70.7%縮小
ＩＲＯ建築設計 1/300

浜島幼保園屋上避難階段設置工事実施設計 外構図 A-172020/08/25



休憩室

既存外部階段　解体・処分

既存外部階段　解体・処分
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現況　1階平面図　S:1/200

現況　2階平面図　S:1/200

■図面番号■縮尺
(A2)三重県志摩市阿児町鵜方1047-185

TEL／FAX　　0599-77-6625

■設計日■印■工事名称 ■図面名称
一級建築士 (大臣)登録　第312989号
迫間　正道

■検印■設計者■訂正日
****
****

一級建築士事務所　三重県知事登録第1-2400号

※A3版は70.7%縮小
ＩＲＯ建築設計 浜島幼保園屋上避難階段設置工事実施設計

1/200
現況　園舎平面図(1階・2階) A-182020/08/25



浜 島 幼 保 園

既存外部階段　解体・処分

既存外部階段　解体・処分

現況　南側立面図　S:1/200

現況　北側立面図　S:1/200

現況　東側立面図　S:1/200 現況　西側立面図　S:1/200

■図面番号■縮尺
(A2)三重県志摩市阿児町鵜方1047-185

TEL／FAX　　0599-77-6625

■設計日■印■工事名称 ■図面名称
一級建築士 (大臣)登録　第312989号
迫間　正道

■検印■設計者■訂正日
****
****

一級建築士事務所　三重県知事登録第1-2400号

※A3版は70.7%縮小
ＩＲＯ建築設計 浜島幼保園屋上避難階段設置工事実施設計

1/200
現況　園舎立面図 A-192020/08/25



構造関係共通事項
　 １ 　 鉄 筋 の 加 工

構造関係共通図（配筋標準図）

表３．２　隣り合う継手の位置

圧接継手

重
ね
継
手

機
械
式
継
手

圧
接
継
手

フックありの場合

フックなしの場合

　－　

　－　

ａ ａ

ａ
ａ

ａ≧400mmａ

ａ≧400mm以上、かつ、ａ≧（ｂ＋40）mm以上

カップラー

ａ

ｂ

(４)　隣り合う継手の位置は、表３．２による。ただし、壁の場合及びスラブ筋でＤ16以下の場合は除く。なお、先組み工法等で、柱、梁の

主筋の継手を同一箇所に設ける場合は、構造図による。

表３．４　鉄筋の投影定着長さ

コンクリートの

設計基準強度
鉄筋の

種類

18

21

24,27

30,33,36

18

21

24,27

30,33,36

21

24,27

30,33,36

20ｄ

15ｄ

15ｄ

15ｄ

20ｄ

20ｄ

20ｄ

15ｄ

20ｄ

20ｄ

20ｄ

15ｄ

15ｄ

15ｄ

15ｄ

20ｄ

20ｄ

15ｄ

15ｄ

20ｄ

20ｄ

15ｄ

Ｌa Ｌb

SD295B

SD295A

SD345

SD390

（注）１．Ｌa：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ（基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。）

２．Ｌb：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ（片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）

Ｆｃ（Ｎ／mm２）

Ｌ１ｈ

Ｌ１ｈ

Ｌ１ｈ

ａ＝0.5Ｌ１

ａ＝0.5Ｌ１ｈ ａ≧0.5Ｌ１ｈ

ａ≧0.5Ｌ１

Ｌ１ｈ

Ｌ１Ｌ１

Ｌ１

Ｌ１

及び

表１．１　鉄筋の折曲げ形状及び寸法

180°

135°

 90°

135°

Ｄ

ｄ
Ｄ

４ｄ以上

４ｄ以上

４ｄ以上

ｄ

ｄ

Ｄ

折曲げ

角 度
折　曲　げ　図

（幅止め筋）

 90°

ｄ

６ｄ以上

Ｄ

ｄ
Ｄ

８ｄ以上

折曲げ内法直径（Ｄ）

SD390
SD295A

SD295B,SD345

３ｄ以上 ４ｄ以上 ５ｄ以上

D16以下 D19～D38 D19～D38

（注）１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フック又は135°フックを用いる場合は、余長を４ｄ以上とする。

２．90°未満の折曲げの内法直径は構造図による。

次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。

鉄筋の折曲げ内法直径及びその使用箇所は、表１．１を標準とする。

(１)　柱の四隅にある主筋（図２．１の○）で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある場合

(２)　梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端（図２．１の○）にある場合（基礎梁を除く）

壁

壁

柱

壁

床版

梁 梁壁

床版

壁

図２．１

(ａ)　鉄筋の重ね継手

(１)　鉄筋の重ね継手の長さは、表３．１による。

(２)　径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。

(３)　主筋及び耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、40ｄと表３．１の重ね継手長さのうち大きい値とする。

表３．１　鉄筋の重ね継手の長さ

SD295A

SD295B

SD390

SD345

18

21

24,27

30,33,36

18

21

24,27

30,33,36

21

24,27

30,33,36

45ｄ

40ｄ

35ｄ

35ｄ

50ｄ

45ｄ

40ｄ

35ｄ

50ｄ

45ｄ

40ｄ

35ｄ

30ｄ

25ｄ

25ｄ

35ｄ

30ｄ

30ｄ

25ｄ

35ｄ

35ｄ

30ｄ

（フックあり）
鉄筋の種類

コンクリートの設計基準

強度　Ｆｃ（Ｎ／mm2） （フックなし）

（注）１．Ｌ1、Ｌ1h：フックなし重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ

図３．１

３ 　 鉄 筋 の 継 手 及 び 定 着

２ 　 異 形 鉄 筋 の 末 端 部

Ｌ１ Ｌ１ｈ

　　　２．フックありの場合のＬ１ｈは、図３．１に示すようにフック部分　を含まない。

Ｌ１ｈ

１

総

則

１．１　適用範囲等

る。

図とする。

１．２　優先順位

１．特記仕様書（構造関係）

１．３　用語の定義

１．４　記号

設計図書間で配筋方法に相違がある場合の優先順位は以下のとおりとする。

２．図面　　２－１　下記２－２以外の図面

２－２　構造関係共通事項（配筋標準図、鉄骨標準図）

設計図中で使用する記号は、表１．１、表１．２を標準とする。

表１．１　鉄筋の断面表示　

D10 D13 D16 D19 D22 Ｄ２５ D29 D32
区分

径

建　　築

杭の位置

試験杭の位置

打増しの範囲

スラブ開口

ボーリング位置

ＦＬからの上がり下がり

説明 説明

スラブの配筋種別

スラブ厚さ

階段の配筋種別

土間コンクリート

コンクリートブロック壁（ＣＢ壁）

梁・スラブの上がり下がりの範囲

耐力壁の種別
ＥＷ○○

ＥＫＷ○○

（±　　）

Ｓ０

表１．２　各階伏図における記号　

記 号 記 号

表１．３　梁貫通孔記号　

管名

記号（建築用）

表１．４　スリーブ材質の凡例　

径

建　築

区分
4003753503253002752502252001751501251007550

鋼 管 溶融亜鉛めっき鋼板 硬質塩化ビニル管（薄肉管） つば付き鋼管（黒管）

ＳＰ（白管） ＧＡ ＶＵ ＲＳ

建築用以外のスリーブ材質は各工事による。

(ａ)　異形鉄筋の径（本文、図、表において「ｄ」で示す。）は、呼び名に用いた数値とする。

(ｂ)　長さ、厚さの単位は、特記なき限りmmとする。

(ｂ)　構造関係共通図（配筋標準図）は鉄筋コンクリート及び鉄骨鉄筋コンクリート造等における鉄筋の加工、組立等の一般的な標準

(ｃ)　構造関係共通図（鉄骨標準図）は、鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造における鉄骨の加工、組立の一般的な標準図とする。

(ｄ)　構造関係共通図（配筋標準図、鉄骨標準図）以外については、設計図及び監督員の指示による。

(ａ)　構造関係共通事項は、構造関係の共通的事項と、構造関係共通図（配筋標準図）、構造関係共通図（鉄骨標準図）から構成され

(３)　煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）

(４)　杭基礎のベース筋

(５)　帯筋、あばら筋及び幅止め筋

表３．３　鉄筋の定着の長さ

コンクリートの

設計基準強度

45ｄ 40ｄ

40ｄ 35ｄ

35ｄ 30ｄ

35ｄ 30ｄ

50ｄ 40ｄ

45ｄ 35ｄ

40ｄ 35ｄ

35ｄ 30ｄ

25ｄ30ｄ

25ｄ 20ｄ

25ｄ 20ｄ

35ｄ 30ｄ

30ｄ 25ｄ

30ｄ 25ｄ

35ｄ 30ｄ 25ｄ 20ｄ

35ｄ 30ｄ50ｄ 40ｄ

45ｄ

40ｄ 35ｄ

40ｄ 35ｄ

30ｄ 25ｄ

30ｄ

Ｆｃ（Ｎ／mm2）

18

21

24,27

30,33,36

18

21

24,27

30,33,36

21

24,27

30,33,36

小梁 スラブ

フックなし フックあり

小梁 スラブ

鉄筋の種類

５．フックあり定着の場合は、図３．２（イ）に示すようにフック部分　を含まない。また、中間部での折曲げは行わない。

６．軽量コンクリートを使用する場合は、表３．３の値に５ｄを加えたものとする。

の長さを確保できない場合は、全長を表３．３に示すフックなし定着長さとし、かつ、余長を８ｄ、仕口面から鉄筋外面までの投影定着

長さを表３．４に示す長さ（かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの３／４倍以上、小梁の場合は１／２以上）をの

み込ませる。

余長

【　※　】

定着起点

定着起点

余長

(ｂ)　鉄筋の定着

る。

(１)　鉄筋の定着の長さは、表３．３による。柱に取り付ける梁の引張り鉄筋の定着長さは、40ｄと表３．３の定着長さのうち大きい値とす

SD295A

SD295B

SD345

SD390

20ｄ
150mm以上

10ｄかつ
－10ｄ

(２)　梁主筋の柱内定着の方法は図３．２による。なお、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さＬが、表３．３のフックあり定着

梁主筋の柱内折曲げ定着

Ｌ１ Ｌ２

Ｌ３

Ｌ１ｈ Ｌ２ｈ

Ｌ３ｈ

（注）１．Ｌ１、Ｌ１ｈ：２．以外のフックなし直線定着の長さ及びフックあり直線定着の長さ

２．Ｌ２、Ｌ２ｈ：割裂破壊のおそれのない箇所へのフックなし直線定着の長さ及びフックあり直線定着の長さ

３．Ｌ３　　　：小梁及びスラブの下端筋のフックなし直線定着長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及びこれを受ける小梁は除く。

４．Ｌ３ｈ　　 ：小梁の下端筋のフックあり直線定着長さ

 Ｌａ（ただし、柱せいの３／４倍以上）

Ｌ１、Ｌ２又はＬ３

（注）１．Ｌａ、Ｌｂは、表３．４の鉄筋の投影定着長さを示す。

Ｌｂ（ただし、梁幅の１／２倍以上）

Ｌ１又はＬ２

Ｌ１ｈ、Ｌ２ｈ又はＬ３ｈ

重ね継手 定着（スラブの場合）

図３．３　溶接金網の継手及び定着

鉄筋

定着（壁の場合）

鉄筋

１節半以上、かつ、150mm以上

１節半以上、かつ、150mm以上

Ｌ3 Ｌ2

Ｌ2 Ｌ2

末端部

図３．４　スパイラル筋の継手及び定着

中間部

（重ね継手）

≧６ｄ

≧６ｄ

ｄ

（柱頭又は柱脚部）

部分

土に接しない

土に接する部分

煙突等高熱を受ける部分

スラブ，

耐力壁以外の壁

柱，梁，耐力壁

擁壁，耐圧スラブ

柱，梁，スラブ，壁

基礎，擁壁，耐圧スラブ

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

屋内

屋外

20

最小かぶり厚さ

30

30

30

30

40

40

*40
*60

60

（注）１．＊印のかぶり厚さは、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は構造図による。

２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でない仕上げ（仕上塗材、塗装等）のも

のを除く。

３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの厚さを含まない。

４．杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。

５．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、構造図による。

（Ｄは、鉄筋の最大外径）

図４．１　鉄筋相互のあき

あき

間隔

Ｄ Ｄ

50ｄ

1.5巻以上の
添巻き

表４．１　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ（単位：mm）

ｄ

ｄ

≧６ｄ

5
0
ｄ

ｄ

≧６ｄ

構造部分の種別

(ｃ)　その他の鉄筋の継手及び定着

(１)　溶接金網の継手及び定着は、図３．３による。なお、Ｌ2及びＬ3は表３．３の（注）による。

(２)　スパイラル筋の継手及び定着は、図３．４による

の1.5倍以上確保するように最小かぶり厚さを定める。

(ａ)　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、表４．１による。ただし、柱及び梁の主筋にＤ29以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径

(ｂ)　柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに10mmを加えた数値を標準とする。

(ｃ)　鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

(ｄ)　鉄筋相互のあきは図４．１により、次の値のうち最大のもの以上とする。ただし、特殊な鉄筋継手の場合のあきは、構造図による。

(１)　粗骨材の最大寸法の1.25倍

(２)　25mm

(３)　隣り合う鉄筋の平均径（呼び名の数値）の1.5倍

(ｆ)　貫通孔に接する鉄筋のかぶり、厚さは(ｃ)による。

(ｅ)　鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨とのあきは(ｄ)による。

４ 　 鉄 筋 の か ぶ り 及 び 間 隔

※40ｄと表３．３のフックなし定着長さのうち大きい値とする

フックなし

３．国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（平成31年版）」または「公共建築改修工事標

準仕様書（建築工事編）（平成31年版）」

フックあり 小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着

(イ)　直線定着 (ロ)　折曲げ定着

図３．２　定着の方法

■図面番号■縮尺
三重県志摩市阿児町鵜方1047-185
TEL／FAX　　0599-77-6625

■設計日■印■工事名称 ■図面名称
一級建築士 (大臣)登録　第312989号
迫間　正道

■検印■設計者■訂正日
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一級建築士事務所　三重県知事登録第1-2400号

ＩＲＯ建築設計 浜島幼保園屋上避難階段設置工事実施設計
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※A3版は70.7%縮小配筋標準図-1
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０

０／２０／４ ０／４

図５．４　主筋の継手，定着及び余長（その３）

図６．４　柱打増し部

（注）斜線は継手範囲

　ガス圧接を例として示す

ＦＬ

ＧＬ

打増し厚さ10mm

打増し厚さ10mm

５ 　 基 礎 及 び 基 礎 梁 の 配 筋

柱

梁 梁

【※】

【※】 【※】

【※】

Ｌ2

０

０／２０／４ ０／４

15ｄ（余長）継手長さ

継手長さ

図５．２　主筋の継手，定着及び余長（その１）

０

０／２０／４ ０／４

【※】

【※】 【※】

【※】

０

０／２０／４ ０／４

15ｄ（余長）15ｄ（余長） 継手長さ

15ｄ（余長）

15ｄ（余長）

継手長さ

Ｌa

Ｌa

図５．３　主筋の継手，定着及び余長（その２）

０

０／２０／４ ０／４

【※】

【※】 【※】

０

０／２０／４ ０／４

継手長さ15ｄ（余長）

継手長さ 15ｄ（余長）

Ｌa

図５．１　梁筋の基礎梁内への定着

の梁に定着する。外端部や隅部等では折り曲げて定着する。

２．　　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　ガス圧接を例として示す

（注）斜線は継手範囲

Ｌa

（注）１．図示のない事項は、７．１による。

２．　　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

３．破線は、柱内定着の場合を示す。

※　40ｄ（軽量コンクリートの場合は、50ｄ）と表３．３のフックなし定着長さのうち大きい値とする。

　ガス圧接を例として示す

（注）斜線は継手範囲

（注）１．図示のない事項は、７．１による。

２．　　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

３．破線は、柱内定着の場合を示す。

※　40ｄ（軽量コンクリートの場合は、50ｄ）と表３．３のフックなし定着長さのうち大きい値とする。

(ａ)一般事項

(１)　梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が異なる場合は図５．１のように反対側

(２)　梁筋を柱内に定着する場合は、７．１(ａ)(２)による。

（注）１．図示のない事項は、７．１による。

※40ｄ（軽量コンクリートの場合は、50ｄ）と表３．３のフックなし定着長さのうち大きい値とする。

(ｂ)　独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手、定着及び余長

(ｄ)　連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長

(ｃ)　独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手，定着及び余長

（耐圧スラブが付く場合は，(ｄ)による。）

Ｌａ

Ｌａ

Ｌａ

Ｌａ

≧100

Ｌａ

Ｌ２

Ｌａ

Ｌａ

Ｌ２

５．１　基礎梁主筋の継手、定着及び余長

図５．５　あばら筋組立の形及びフックの位置

一般の場合

ｄ

重ね継手とする場合

≧８ｄ

５．２　基礎梁のあばら筋

あばら筋組立の形及びフックの位置は、７．２(ａ)による。ただし、梁の上下にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが1.5ｍ以上の場合

は、図５．５によることができる。

Ｌ１ｈ

継手 定着

かぶり厚さ

が多い場合

上階の鉄筋

下階の鉄筋

が多い場合

ｈ
0

Ｌ
2

15
ｄ

15
ｄ

Ｌ
2

≧150 ≧150

③Ｗ－Ⅱ形

≧６ｄ

Ｌ／２
Ｌ

Ｌ

④Ｗ－Ⅲ形

≧８ｄ

６．１　柱主筋の継手、定着及び余長

６．２　帯筋組立の形及び割付け

①Ｈ形

②Ｗ－Ⅰ形（溶接を行う）

（イ）

（イ）

（ロ）

（ロ）

（注）溶接は、鉄筋の組立前に行う。

（ハ）

（ハ）

（ニ）

5
00

以
上

か
つ

1
,5

00
以

下
5
00

以
上

か
つ

1
,5

00
以

下

ｄ

Ｌ Ｌ Ｌ

(ａ)　柱主筋の継手、定着及び余長の一般事項

(ａ)　帯筋の種類及び間隔は、構造図による

（注）１．　柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある場合には、フックを付ける。

２．　隣り合う継手の位置は、表３．２による。

 
ｈ

０
／

２
＋

15
ｄ

ｈ
０

 
≦

３
ｈ

０
／

４

Ｌ
２

 
≦

３
ｈ

０
／

４

ｈ
０

ｈ
０
／

２
＋

1
5
ｄ

Ｌ
２
以

上

(１)　継手の中心位置は、梁上端から500㎜以上、1,500㎜以下、かつ、３ｈ０／４（ｈ0は柱の内法高さ）以下とする。

(２)　継手、定着及び余長は図６．１による。ただし、柱頭定着長さＬ２を確保できない場合は構造図による。

図６．１　柱主筋の継手，定着及び余長

６ 　 柱 の 配 筋

柱

梁 梁

図７．２　段違い梁

（ａ）大梁主筋の継手及び定着の一般事項

柱

梁 梁

図７．１　梁主筋の梁内定着

上端筋：曲げ降ろす。

下端筋：原則として曲げ上げる。

Ｄ≦100

７．１　大梁（５．１基礎梁以外の大梁に限る）主筋の継手、定着及び余長

※

(２)　梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。なお、定着の方法は、３．１(ｂ)(２)による。

(１)　梁主筋は，連続端で柱に接する梁の主筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が異なる場合には図７．１のよう

に反対側の梁に定着する。外端部や隅部等では折り曲げて定着する。

※40ｄ（軽量コンクリートの場合は、50ｄ）と表３．３のフックなし直線定着長さのうち大きい値とする

(３)　段違い梁は、図７．２による。 吊上げ筋は、一般のあばら筋より１サイズ太い

鉄筋又は同径のものを２本重ねたものとする。

７ 　 梁 の 配 筋

Ｐ
＠

Ｐ
＠

≧６ｄ

Ｐ
＠

Ｐ
＠

Ｌ
≧40ｄ

図６．２　帯筋組立の形

⑤ＳＰ形（スパイラル筋）

（イ） （ロ）

⑥丸形

（イ） （ロ）

６．３　柱の打増し部

土に接する柱周囲の打増しは図６．４による。

≧６ｄ

≧６ｄ

(ｂ)　帯筋の割付けは、図６．３による。

帯筋

２

Ｐ2＠

梁面より割り付ける

図６．３　帯筋の割付け

1.5Ｐ２＠

1.5Ｐ１＠

Ｐ１＠

1.5Ｐ１＠

上下の柱断面寸法が異なる場合、帯筋は，一般の帯筋より１サ

イズ太い鉄筋又は同径のものを２本重ねたものとする

（注）柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を1.5Ｐ１＠または1.5Ｐ２＠とする範囲は、その柱に取り付くすべての梁を考慮

（注）１．フック及び継手の位置は、交互とする。

２．溶接する場合の溶接長さＬは，両面フレア溶接の場合は５ｄ以上、片面フレア溶接の場合は10ｄ以上とする。

３．ＳＰ形において、柱頭及び柱筋の端部は1.5巻以上の添巻きを行う。

４．Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。

して適用する。なお，Ｐ１＠、Ｐ２＠は、特記された帯筋の間隔を示す。

Ｌ1

最上階

一般階

上端筋

下端筋

Ｄ

最上階

二段筋

一般階

【※】

【※】 【※】

【※】

【※】

【※】

【※】

【※】

【※】

【※】

【※】

15ｄ（余長）

０／２０／４ ０／４

継手長さ

15ｄ（余長） 15ｄ（余長）

継手長さ

15ｄ（余長）

15ｄ（余長）

０

０／４

（注）１．継手中心位置は次による。

上端筋：中央　0／２以内

下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、　0／４を加えた範囲以内

図７．３　大梁の重ね継手、定着及び余長

Ｌ1 Ｌ
1

Ｌ1Ｌ2

Ｌa

Ｌa

Ｌ2

０

０／２０／４ ０／４

15ｄ（余長） 15ｄ（余長）

Ｌa

Ｌa

Ｌ1

Ｌ1
Ｌ

1

Ｌ1

２．　　　　　　印は，継手及び余長を示す。　　

３．梁内定着の端部下端筋が接近するときは，　　　　　のように引き通すことができる。

図７．４　ハンチのある大梁の定着及び余長

（イ） （ロ） （ハ） （ニ）

≧６ｄ ≧６ｄ

≧８ｄ

（注）１．「２．異形鉄筋の末端部（２）」で定めた鉄筋には，フックを付ける。

※　40ｄ（軽量コンクリートの場合は、50ｄ）と表３．３のフックなし定着長さのうち大きい値とする

７．２　あばら筋（５．２基礎梁のあばら筋以外に限る）の組立の形及び割付け等

二段筋

Ｄ

ｄ

≧８ｄ ≧８ｄ

(ｂ)　ハンチのない場合の重ね継手，定着及び余長

(ａ)　あばら筋組立の形及びフックの位置

（注）１．(イ)形を標準とする。ただし、Ｌ形梁の場合は、(ロ)又は(ハ)、Ｔ形梁の場合は、(ロ)～(ニ)とすることができる。

　場合は床板の付く側を90°折り曲げとする。

図７．５　あばら筋組立の形

４．破線は，柱内定着の場合を示す。

２．フックの位置は、(イ)の場合は交互とし、(ロ)の場合は，Ｌ形ではスラブの付く側、Ｔ形では交互とする。なお、(ハ)の

(ｃ)　ハンチのある場合の重ね継手、定着及び余長

２．「２．異形鉄筋の末端部（２）」で定めた鉄筋には、フックを付ける。

３．　　　　　　印は、継手及び余長を示す。　　

４．破線は、柱内定着の場合を示す。

※40ｄ（軽量コンクリートの場合は、50ｄ）と表３．３のフックなし定着長さのうち大きい値とする

Ｌａ

Ｌ２

Ｌａ

Ｌ２

Ｌａ

Ｌａ

Ｌａ

Ｌａ

Ｌａ

■図面番号■縮尺
三重県志摩市阿児町鵜方1047-185
TEL／FAX　　0599-77-6625

■設計日■印■工事名称 ■図面名称
一級建築士 (大臣)登録　第312989号
迫間　正道

■検印■設計者■訂正日
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１．一般事項 ２．溶接基準図

(3) 高力ボルト接合

(4) 溶接接合

(2) 工作一般

(5) 塗装

(1) 材料及び検査 (1) 隅肉溶接

r10

r35

但し梁成がＤ＝150㎜未満の場合の
スカラップはｒ＝20㎜とする

ｒ スカ－ラップ
ｒ＝30～35㎜

θ

Ｇ

Ｇ：ルート間隔
θ：開先角度

(2) 部分溶込み溶接

(3) 完全溶込み溶接

(4) フレアー溶接

Ｓ ｔ Ｓ

Ｓ

ｔ

１

２

ｔ
Ｄ Ｄ

Ｓ Ｓ

θ＝60° θ＝60°

Ｇ＝0

１１

ｔ

Ｒ≦2 t/4≦Ｓ≦10㎜
t≦t１

θ＝45°

Ｒ≦2

ｆ

ｆ

ｔ

Ｇ＝0～2(裏はつり後裏溶接)

Ｇ

θ

ｆ

Ｒ≦2

Ｌ
ｔ

ｔ

25㎜以上

１

f≦t/4

2/3t

1/3t
ｔ

ｆ

Ｒ≦2

θ＝60°

Ｇ＝0～2

θ＝45ﾟ(55ﾟ)

１

ｆ

ｔｔ

Ｇ＝0～2
Ｒ≦2

ｆ

Ｇ＝0～2

（裏はつり後溶接）

5
1

削り面

ｔ

ａ

２

（裏はつり後溶接）

θ＝45°

f≦t/4

Ｔ型突合せ継手余盛

t≧0.5㎜ (ただし､t≧15㎜
のとき 4mmとする)

a＞4㎜の場合
(平継手で板厚が異なるとき)

１

プレ－ト

Ｓ

ｔ

Ｂ

θ
φ

f≦t/4

f≦t/4

Ｒ≦2
Ｌ Ｌ

Ｇ

25㎜以上

ｆ

ｔ

ｔ１

θ＝45°

　ＢＯＸ型●　　　 　　(通しダイヤフラムの場合)

●　鋼材種別による溶接条件

●　Ｂ.Ｈ方式●　　、　、　型

t

かつ2t以上
35㎜以上

(a) 構造設計仕様による

(b) 適用範囲は､鋼材を用いる工事に適用し､かつ鋼材の厚さが40㎜以下のものとする

(c) 社内検査結果の検査報告書には､鉄骨の寸法､精度及びその他の結果を添付する

(a) 鉄骨製作及び施工に先立って｢鉄骨工事施工要領書｣を提出し工事監理者の承認を得る

(b) 鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は､鋼管自動切断機による

(c) 高張力綱のひずみ矯正は､冷間矯正とする

(a) 本締めに使用するボルトと､仮締めボルトの併用はしてはならない

(a) 溶接技能者

(b) 溶接機器

(c) 溶接方法

溶接技能者は施工する溶接に適応するJIS Z3801(手溶接)又はJIS Z3841(半自動溶接)の

溶接技術検定試験に合格し引き続き､半年以上溶接に従事している者とする

(イ) 交流ア－ク溶接機　300A～500A

(ロ) ア－クエア－ガウジング機(直流)

(ニ) 炭酸ガスア－ク半自動溶接機

(ホ) 溶接電流を測定する電流計

(ヘ) 溶接棒乾燥器

アーク手溶接 ガスシ－ルドア－ク半自動溶接

ア－クエア－ガウジングセルフ　　　　　シ－ルドア－ク半自動溶接（ノンガス） （ＡＡＧ）

（ＧＣ）（ＭＣ）

（ＮＧＣ）

下向　Ｆ 立向　Ｖ 横向　Ｈ 上向　Ｏ

(d) 溶接姿勢

(ハ) サブマ－ジア－ク溶接機一式

組立て溶接は溶接の始､終端､隅角部など強度上､工作上､問題となり易い箇所はさける

仮付不良 仮付不良 良良

(イ) 仮付位置

(ロ) 完全溶込み溶接部の仮付け溶接は必ず裏はつり側に施工する

開先面裏はつり側にする。

仮付溶接

(e) 組立て溶接技能者は､原則として本工事に従事する者が行う

(f) 溶接施工

Ⅰ) 完全溶込み溶接､部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状の

エンドタブを取り付ける

Ⅲ) エンドタブの長さは､ＭＣ：35㎜以上

ＮＧＣ､ＧＣ：40mm以上とし特記のない場合は､

溶接終了後､母材より10mm程度残し切断して､

グラインダー仕上とする

Ⅳ) プレス綱板タブ､固形タブ使用については、資料を提出して設計者又は

工事監理者の承認を得る

(イ) エンドタブ

(ロ) 裏あて金

(ハ) スカラップ半径は30～35㎜と､10mmのダブルアールとする

材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で6㎜､半自動溶接で9㎜以上とする

(ホ) 裏はつり

(ヘ) 現場溶接の開先面には､溶接に支障のない防錆材を塗布する。又､開先部をいた

めない様に､養生を行なう

規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て､溶接監理者の確認を励行

し､部材に確認マ－クをつける

コンクリ－トに埋め込まれる部分及びコンクリ－トとの接触面で､コンクリ－トと一体と

する設計仕様になっている部分は､塗装しない

(注) ｆ：余盛　Ｇ：ルート間隔　Ｒ：フェース　Ｓ：脚長　(単位㎜)

(ニ) ノンスカラップ工法

7以下 8～10 11～13 14～16ｔ

Ｓ 6 7 10 12

　但し片面溶接の場合はＳ＝ｔとする●

●

　余盛は(1＋0.1Ｓ)㎜以下とする
　軸力が加わる場合のＳは母材と同厚
　とすることが望ましい

　ｔはｔ ､ｔ の小なる方とする● ２

　両側に補強隅肉溶接を付加する

t≦16㎜

２

●

ｔ t＞16㎜

溶接姿勢 Ｆ.Ｖ

●　両側に補強隅肉溶接を付加する　ＡＡＧ

１

５

８

６

●　補強隅肉溶接を付加する

●　両側に補強隅肉溶接を付加する

ｔ

溶接姿勢 Ｆ.Ｖ

t≧19

のど厚 t㎜ 余盛の高さ㎜

1

2

3

4

t≦4

4＜t≦12

12＜t≦19

t＞19

6＜t＜19㎜

Ｆ.Ｖ

ｔ

溶接姿勢

6＜t＜19㎜ｔ

●

●

　両側に補強隅肉溶接を付加する
　ＡＡＧ(　)内はＧＣでＦ.Ｈの場合

●

●　フレアー溶接長は､鋼板に接する全長とする
　9㎜～16㎜は1パス以上､19㎜以上は2パス以上とする
　溶接棒角度θは30ﾟ～40ﾟとする

溶接姿勢

溶接姿勢

Ｆ.Ｖ

Ｆ.Ｖ

ＭＣ　ＮＧＣ ＧＣ

溶接姿勢

ＭＣ　ＮＧＣ ＧＣ

ｔ㎜

6≦t＜12

θ θＧ Ｇｔ１ ｔ２ ｔ１ ｔ２

45°

45°

35°35°

35°

45° 5 56 6 6 6

69 9

9 9

9

99

8

88

8

Ｆ.Ｖ

16≦t

12≦t＜16

θ θＧ Ｇｔ１ ｔ１ｔ２ ｔ２ｔ㎜

6＜t＜12

12≦t≦19

   t＞19

45°

45°

45°

35°

35° 35°

6 66 6 5 5

9 9 5 56 9

9 9 8 899

寸法(㎜)

φ Ｂ Ｓ

9 7 4

13 8 4.5

16 9 5

19 10 6

22 11 7

25 12 8

○　溶接記号番号を○中に記入のこと

３

80以
下

1
5
0
以

下

根巻の場合

内ダイヤフラム

１

７

の角のＲに接しないこと

ガス抜き
φ＝20

25以上

2
5
以

上

７

エンドタブが交互に
当たらぬこと

25以上かつ

内ダイヤフラム
４

回し溶接する
スカラップ部分は

ｔ 内ダイヤフラムの場合は柱

フラムの厚み(t)の内部で溶
接する事。

はりフランジは､通しダイヤ※７

３

●柱が途中で折れる場合
及梁成が異なる場合

※１ ３t＞16㎜の場合の溶接は､　　　　とする。～ ５

※７

鋼材の種類

400Ｎ級鋼

490Ｎ級鋼

溶接材料

JIS Z 3211､3212､3214

ＹＧＷ-11､15

ＹＧＷ-18､19

ＹＧＷ-50Ｗ､50Ｐ

ＹＧＷ-11､15

ＹＧＷ-18､19

ＹＧＷ-50Ｗ､50Ｐ

JIS Z 3211､3212

40以下

40以下

40以下

30以下

350以下

350以下

350以下

250以下

入熱(KJ/㎝) パス温度差(℃)

<柱材料：ＢＣＲ295､ＢＣＰ325を使用する場合>

ダイヤフラム厚は､接合する柱､梁の最大厚の１サイズアップとする事。
ダイヤフラムは､ＳＮ490Ｂ･Ｃ､ＳＭ490同等以上の鋼材を使用する事。

内ダイヤフラム

θ
フランジが柱のＲに
接しないこと

ｔ

４

t＞柱フランジのプレ－ト厚
θ＝75ﾟ～105ﾟ ※２

大梁が斜めの場合
は溶接と添板の内
側板に注意のこと

３ ～ ５t＞16㎜の場合の溶接は､　　　　とする。※２

※１

※２

４

断面図Ａ Ａ

Ａ Ａ 断面

７

※１ ３t＞16㎜の場合の溶接は､　　　　とする。～ ５

断面図Ａ Ａ

４

※１

１

４

Ａ

４

１

※

※

４

４

４４

４※１

３

Ａ 断面

１ ※

４

※１

７ ※

４

※

１ ※

４

※１

１ ※

１ ※４

４

７

※１

スカ－ラップ部分は
回し溶接する

１ ※

１

４

４

４

※１

※１

４

７

１ ※

１

１ ※

※１

３

※１

※１

３

１ ※

※１ ３t＞16㎜の場合の溶接は､　　　　とする。～ ５

※１ ３t＞16㎜の場合の溶接は､　　　　とする。～ ５

平面詳細

平面詳細

Ⅱ) エンドタブの材質は､母材と同質とする（フラックスタブ使用可）

1
0
0
以

上

鉄 骨 構 造 標 準 図 - 1

４

４

■図面番号■縮尺
三重県志摩市阿児町鵜方1047-185
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■設計日■印■工事名称 ■図面名称
一級建築士 (大臣)登録　第312989号
迫間　正道

■検印■設計者■訂正日
****
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(JIS規格品とする…JIS5540…1982／5541･5542…1993)

(SCSS-H97による)(5) 柱継手リスト

(6) 鉄筋ブレース

鉄 骨 構 造 標 準 図 - 2

形鋼ブレ－ス羽子板ボルト

(7) デッキプレート

縦壁構法

横壁構法

ア

ア

(8) ＡＬＣ板取付要領

(9) 頭付きスタッド

(床剛性を考慮する合成床､合成梁のときは構造図参照)

(JIS 1198)

(10) 梁貫通補強

(11) その他

３．継手規準図、その他

(2) ピン接合梁継手リスト

(SCSS-H97による)

(4) ハンチ部の継手

(1) ボルトピッチ(Ｐ)、

(3) 梁剛接合継手リスト

ボルト穴径・最小縁端距離

Ｂ1≦250

p
p

p 外
P
L
-
(
1
)
 
内

P
L
-
(
2
)

Ｎ1

Ｂ1
Ｂ2 Ｂ2

Ｂ1 Ｂ2

150 60

70175

200 80

100

110

250

300

350

400 170

140

Ａタイプ

Ａタイプ使用は
柱Ｄ＝２５０㎜
以上とする

L 1
0

e
e

e
e

p

PL-(2)

PL-(1)

PL-(3)

L 1
0

e
e

e
e
p

p

ee

Ｂ≦150

Ｎ2 P
L
-
(
1
)

P
L
-
(
3
)

４

Ｂ1=300

L 1
0

e
e

e
e

4
5

4
5

外
P
L
-
(
1
)
 
内

P
L
-
(
2
)

Ｎ1

Ｂ1
Ｂ2 Ｂ2

4040 150

PL-(2)
PL-(3)

PL-(1)

Ｂ1=350(400)

L 1
0

e
e

e
e

p
p

p
p

外
P
L
-
(
1
)
 
内

P
L
-
(
2
)

Ｎ1

Ｂ1
Ｂ2 Ｂ2

140 70(90)(90)70

L 1
0

e
e

e
e

p
p

e p p e

Ｂ≦300

Ｎ2

P
L
-
(
2
)

P
L
-
(
1
)

P
L
-
(
3
)

１

エ
レ

ク
シ

ョ
ン

ピ
－

ス

35以上
35以上

４

Ｃタイプ

４

Ｂタイプ

４

符　号
PL-(3)

フランジ

PL-(2)PL-(1)
部　　　材

ウエブ

注) 現場溶接は原則として超音波探傷試験を100％行う

注) Ｂ＝200～250のＮ2は２列並びとする

ねじの呼び(d) Ｍ12 Ｍ14 Ｍ16 Ｍ18 Ｍ20 Ｍ22 Ｍ24

軸径d 
最　　　大

最　　　小
1

10.81 12.65 14.65 16.33 18.33 20.33 21.99

10.64 12.46 14.46 16.11 18.11 20.11 21.77

100 115 125 140 150 165 175

13 17 17 21.5 21.5 23.5 21.5

35 40 45 50 50 5055

22 28 28 34 34 38 38

4.5 6 6 9 9 9 9

19 25 25 32.5 32.5 37.5 37.5

4.5 6 6 9 9 9 9

47 52 59 66 66 73 70

40 50 55 60 75 85 85

Ｍ12 Ｍ16 Ｍ16 Ｍ20 Ｍ20 Ｍ20Ｍ22

2111111

JISS B 1186　2種高力ボルト (F10T) 又は

JISS B 1180　中８g 10.9

調整ねじの長さ Ｓ

Ｒ

は し あ き(最小)

e
ボルト端から取付ボル
と穴心のあき(最小)

溶 接 長 さ(最小)

2

切 板 製

平 鋼 製

e1

e

e

2

2

取付ボルト穴径
許容差＋0，－0.5㎜

へりあき

へりあき

 (最小)

 (最小)

(2)

(1)

板　　厚

板　　厚

ｔ

ｔ

取付ボルト
ねじの呼び

種　　　類

本　　　数

(1)

(2)

　 (2) 羽子板とガセットプレ－トの接合は表に示す取付ボルトを使用し､一面せん断 (支圧) 接合とする

1 2注 (1) e ､e が確保されていれば形状は自由でよい

(a) 羽子板ボルト

Ｎ1-径 Ｎ2-径

１

(b) 型鋼ブレース

符　号 部　　　材 PL-(1) Ｎ-径

FB-65×9 中ボルトＭ16

30°

PL-6

1
5

PL-(1)

１

長さ
d

d

Ｓ

Ｓ

e

Ｒ Ｒ

Ｐ

ｔ

ｔ

e

e

e

e

e

d
d

７

７

梁との溶接及びコネクタ－

受梁へのかかり寸法及び端部処理

折曲加工

あて板（非金属）

ア－クスポット溶接

16φ≒＠200

水平ブレ－ス

Ｒ

長さ

既成品面戸（鉄板）

あて板（鉄板）

梁上通しの場合

e e≧35㎜ e e

梁上切断の場合

e e
e e

50-400

１

スラブ端部の補足材 補足受材

Ｌ形鋼

50-200
50

e

50-400

１

PL-1.6

50 30 ６

以下300

PL-1.6 PL-3.2

50-400

１

１

PL50×6

L－50×50×6 ＠≦600

600以下

e

50-400

１

１

≒
＠
60
0

Ｎ

1

1

2

2

3

3

1
1

ＡＬＣ壁パネル

受け金物　6

Ｌ－65×65×6以上

鉄筋９φ　 ＝500

鉄骨梁

スライドハタ金物

シ－リング材

鉄骨梁

シ－リング材

ＡＬＣ壁パネル

フックボルト12φ

鉄骨梁

フックボルト12φ

ＡＬＣ壁パネル

シ－リング材

カバ－プレ－ト　2.3

スライド構法

カバープレート構法ボルト止め構法

スタッド材の標準形状・寸法

ス タ ッ ド 材

呼び名

φ13㎜

φ16㎜

φ19㎜

φ22㎜

㎜ ㎜ ㎜ ㎜

13.0

12.7

16.0

15.8

19.0

19.0

22.0

22.2

22.0

25.4

29.0

31.7

32.0

31.7

35.0

34.9

10.0

10.0

10.0

10.0

軸径 d 頭径 Ｄ 頭高さ Ｔ 溶接後の長さ Ｌ形状

Ｄ

d Ｌ

Ｔ  7.9

 7.9

 9.5

 9.5

50，80，100，130

80，100，130

80，100，130，150

100，130，150

●

●

●

計算で確認された場合は下記の位置､寸法によらなくて良い。

梁端部(スパンの　/10以内かつ2Ｄ以内)は避ける。

φ≦0.4Ｄ

１

１

１

a/2a/2

a

φ
15

15

φ
15

15

a
≧

5
0

≧
5
0

パイプとプレ－ト補強(片面)

10 10

φ

１

Ｄ φ

10 10

１
１

パイプ補強(小径の場合)

１

１

リブプレ－ト補強

プレ－ト補強(両面)

φ 100 150 200 250 300

200 300 350 400 450a

※補強Ｐ ：ｔは梁ウェブと同厚，同材質とするＬ

Ｌ－65×65×6以上

鉄骨梁

シ－リング材

短冊プレート

自重受け金物

アンカー棒筋
現場挿入

ＡＬＣ壁パネル

○ボルト

ロッキング構法

呼　び
ボルト
穴　径

最　小　縁　端　距　離　(e) ピ ッ チ (Ｐ)

Ｍ16

Ｍ20

Ｍ22

Ｍ24

18

22

24

26

(1) (2) (3) (2)(3)の標準 最 小 標 準

40

50

55

60

28

34

38

44

22

26

28

32

40

40

40

45

40

50

55

60

60

60

60

70

　　 (3) 圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離

e
p

e

ee10

PL-(1)

ＴＹＰＥ-2

１

eee e
10

(片側)

PL-(2)

PL-(1)

e
p

p
e

１ＴＹＰＥ-1

PL-(2)タイプ

e
p

p
e

PL-(3)
5

ee ee

(片側)

PL-(2)

PL-(1)

PL-(1)

PL-(2)

e p e
5
e p e

PL-(2)

PL-(1)

PL-(3)
Ｎ2

Ｎ1(片側)

ＮＮ

符　号 部　　　材

リブプレート

ハンチ起点は避けた方がよい

ハンチ勾配は普通１：４程度であるが構造図による
≧1㎜ フィラプレ－ト併用のこと

Ft

Ft

WtWt

Ft

Ft

Wt -Wt 1 2

Ft -Ft 21

1

1

1 2

2

2

※スプライスプレ－トの寸法は
川崎製鉄鋼構造設計便覧によること

※スプライスプレ－トの寸法は
川崎製鉄鋼構造設計便覧によること

符　号 部　　　材
フランジ ウエブ

PL-(1) PL-(2) PL-(3)

注) 端部をＢＨとする場合の部材は設計図による

(注) (1) 引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離

　　 (2) せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離

PL-(1) Ｎ-径

Ｎ1-径 Ｎ2-径

１

■図面番号■縮尺
三重県志摩市阿児町鵜方1047-185
TEL／FAX　　0599-77-6625

■設計日■印■工事名称 ■図面名称
一級建築士 (大臣)登録　第312989号
迫間　正道

■検印■設計者■訂正日
****
****

一級建築士事務所　三重県知事登録第1-2400号

ＩＲＯ建築設計 浜島幼保園屋上避難階段設置工事実施設計
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※A3版は70.7%縮小鉄骨標準図-2
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（Mアンカーボルト） （Dアンカーボルト）

（財）日本建築センターによる一般評定「BCJ評定-ST0093-17」（平成30年9月21日付）

●本標準図は1/2～2/2で構成されている。

円形鋼管
●ベースパック柱脚工法の設計は「ベースパック柱脚工法設計ハンドブック」による。

円形鋼管 円形鋼管

グラウトロ－ト

グラウト材
注入座金

（桟木等）
注入枠

形状（ハ）

a

t

d

形状（ニ）

C100

a a

a

t

d

C100
l1 l2 l3 l2 l1

l1
l
2

l
3

l
2

l1

l1 l1l2 l3 l2l3

l1
l1

l
2

l
3

l
2

l
3

a

a

t

l1 l1

l1
l1

l
2

l2

形状（イ）

d

L

b
呼び L

AB

(
e
)

呼び A B (e)

c

a
t

記号 a

d

注入口
ボルト孔

記号
適用

a1

a
2

d

注入口

t

アンカーボルト

a
1

a2

c

ボルト孔

bh bh

b
h

b
h

W

W

bh bh

b
h

b
h

W

W

c t d

c t d

４．１ ４．２

SD345(D19,D22,D25)

普通コンクリートとし、設計基準強度は

SD295(D13,D16)

立上り高さ

基礎梁天端
あるいは
フーチング天端

４．３

Ｄ

Ｄ

「円形鋼管用ベースパック柱脚工法設計

J
3
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以
上

9
0

h
寸

法

b
hzx

W

J
3
0

以
上

9
0

h
寸

法

b
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W

J
3
0

以
上

9
0

h
寸

法

b
hzx

W

J
3
0

以
上

9
0

h
寸

法

zx

W
b
h

J
3
0

以
上

9
0

h
寸

法

b
hzx

W

g dt

g

g

材質

t

d

適用
アンカーボルト

適用
アンカーボルト

施工標準図2/2」表に記載の値とする。

(JASS 6　鉄骨工事による)

G

R

完全溶込み溶接の開先標準（JASS 6　鉄骨工事 2007年版より ）

図

ベ－スプレ－ト

α
1

適用板厚
T(mm)

溶接
方法

ア

ク
｜

溶
接

T

覆
被

6～

6～

ルート間隔G(mm)

標準値 許容差

7

9

6

7

ルート面R(mm)

標準値 許容差

2

2

2

2

-2,+1

(-2,+2)

-2,+1

(-2,+2)

-2,+1

(-2,+2)

-2,+1

(-2,+2)

開先角度α1(°)

標準値 許容差

α1：45

-2.5,+∞

(-5,+∞)
下向き

溶接
姿勢

α1：35

α1：45

α1：35

-2.5,+∞

(-5,+∞)
下向き

許容差 ・記号+∞は制限無しを示す。

面取り d

端部ねじdb
76

7
6

32≦t＜40

板厚(mm)
溶接方法

低水素系被覆アーク溶接

40≦t≦50

SN490B

CO ガスシールドアーク溶接 BT-HT440B-SP

鋼種

50 ℃

予熱なし

予熱なし

予熱なし

50＜t≦75

50 ℃

予熱なし

予熱なし

予熱なし

SN490B

BT-HT440B-SP

TMCP325B

TMCP325B

50 ℃

予熱なし

柱型寸法を標準から変更する場合は、

別紙「ベースパック柱脚工法における

柱型寸法最大・最小値一覧」による。

2

注1)据付け高さが低い場合に短いアンカーボルトを使用する。

呼び
L b XX L

d

120 X b

d

L L

120 X 50

d d

d
異形部
呼び名

呼び
d

異形部
呼び名

注1) 注1) 基準強度 基準強度

※トップフープはダブルとし、柱型上端近くに

　配置する。

※立上り筋の頂部にはフックを設けなくてよい。

1

10

11

11

1

10

1
1

4

588 3

3 2

6

3

9

7

7

5
4

2

6

3

9

1212

レベルモルタル

（ベースパックグラウト）

レベルモルタル

（ベースパックグラウト）

１．１

１．２

３．２

３．３

３．５ ３．６

３．７

３．１ ３．４構成部材

柱脚の定着方法概要

アンカーボルト

ベースプレート Mナット・Dナット 定着座金

注入座金

アンカーフレーム形状および据付け時諸寸法

●ベースパックの据付け高さ（h寸法）はフレームベース下端からコンクリート柱型天端までを示す。据付けに最低限必要な高さ（最低h寸法）は「円形鋼管用ベースパック柱脚工法設計施工標準図2/2」表に記載の値とする。

●Dアンカーボルト

●材質

●Mアンカーボルト

SN490B

TMCP325B

BT-HT440B-SP

i) アンカーフレーム Aタイプ の場合 ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合

< Aタイプ > < Dタイプ > < Cタイプ >

iii) アンカーフレーム Cタイプ・Dタイプ の場合

i) Mアンカーボルト用

ii) Dアンカーボルト用

i) Aタイプ・Cタイプ

ii) Dタイプ

< Cタイプ >< Cタイプ >

（Mアンカーボルト4本） （Dアンカーボルト4本） （Dアンカーボルト8本） （Dアンカーボルト12本）（Mアンカーボルト8本）

単位 mm

単位 mm単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm 単位 mm

形状・材質 配筋

基礎立上がりフレームベース

●コンクリ－ト

●鉄筋

●基礎立上がり高さは5０mm以下とする。

●完全溶込み溶接とする。

■組立

●ベースプレートの中心線（ｹｶﾞｷ線）に柱材軸心を合わせる。

●形状

■溶接方法（完全溶込み溶接)

■ベースプレートの予熱

●気温(鋼材表面温度)が5゜C以上でのベースプレートの予熱は次に示す

予熱温度標準により行う。その他必要に応じて適切な予熱をする。

■検査方法：溶接部の検査は超音波探傷検査により行う。

■施工管理：７．本工法の施工及び施工管理参照。単位 mm

(注)上記 1 ～ 12 の構成部材はベ－スパック構成部品として供給される。

(注)上記 8 ～ 11 は現場状況により仕様が異なる場合がある。

1 アンカーボルト

2 注入座金

3 Mナット

5 Dナット(S)

6 ベースパックグラウト(グラウト材)

8 テンプレート

10 フレームベース

11 ステコンアンカー

  （コンクリートアンカー）

12 ベースプレート

4 Dナット

9 フレームポスト

7 定着座金

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

(建築構造用高溶接性高性能５９０N/mm　鋼材)

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料,SS490】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

・2段書きは「鉄骨精度検査基準」に規定する許容差（上段：管理許容差、下段括弧内：限界許容差）を示す。

235

STK490

STK400

325

STKN400

STKN490

鋼種 採用F値(N/mm  )２

【JIS G 3136】

２

PD38

PD41 46

43

127100

96 122

20

20D38

D41,D41H

PD51 58140 20D51 110

M33 35 110 18 34

M30PM30

PM33

3110132 18

45

42

M30

Mナット

Dナット

Dナット(S)

D38

D41

D38

D41

24

45

48

30

32

46

65

70

65

70

53

75

80

75

80

M45 36 70 81

M33 26 50 58

M36 29 55 64

D51 60 80 92

D51 40 80 92

55 9 31

70 37

M30

D41,D41H 12
SS490

65 12 37D38

85 12 46

60 9 34M33 SS400

D51,D51H

D38

D41

D51

850

900

1110

D41H 995

D51H 1215

M33

M36

M45

M36

M45

46

49

57

49

57

390

390

490

390

490

45

M33 720

M30 695D32

D35 45

490

490

133695D32

M33 690,735D35 95,140

45

45 490

490M30

2
(N/mm )

2
(N/mm )

基準強度(N/mm )

設計

施工ベースパック柱脚工法　標準図ベースパック
円形鋼管用

２

２

１．工法概要 ３．構成部材・寸法

２．柱

４．コンクリート柱型

５．工場製作（溶接）

ス
シ

ル
ド

ガ

ク

接
溶

ア

シ ｜

｜ ｜

接
溶
ク

ル
｜

ア
ド

ル
フ

セ

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+∞

(-3,+∞)

2

２
１F値235N/mm　   φ190～φ812 用

F値325N/mm 以下　φ190～φ812 用 2019年1月作成

10D以上

9
0
以
上

3
0

立上り筋

フープ筋

梁主筋

（参考図）

■図面番号■縮尺
三重県志摩市阿児町鵜方1047-185
TEL／FAX　　0599-77-6625

■設計日■印■工事名称 ■図面名称
一級建築士 (大臣)登録　第312989号
迫間　正道

■検印■設計者■訂正日
****
****

一級建築士事務所　三重県知事登録第1-2400号

ＩＲＯ建築設計 (A2)
※A3版は70.7%縮小浜島幼保園屋上避難階段設置工事実施設計 ベースパック柱脚工法標準図-1
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V3

558-36V2

V2

種別

用
5
3
2

値
F
材
柱

以
5
2
3

値
F
材
柱

（財）日本建築センターによる一般評定「BCJ評定-ST0093-17」（平成30年9月21日付）

●本標準図は1/2～2/2で構成されている。

設計

施工
ベースパック
円形鋼管用

円形鋼管
●ベースパック柱脚工法の設計は「ベースパック柱脚工法設計ハンドブック」による。

609-22V2

216-13V2

216-16V2

267-13V2

267-16V2

318-13V2

318-16V2

318-25V2

355-13V2

355-16V2

355-22V2

406-13V2

406-19V2

406-22V2

406-25V2

457-13V2

457-19V2

457-25V2

457-36V2

508-14V2

508-22V2

508-32V2

508-40V2

558-16V2

558-28V2

609-28V2

609-36V2

660-28V2

711-28V2

762-25V2

812-22V2

216-10V3

216-13V3

267-09V3

267-13V3

318-09V3

318-13V3

318-19V3

355-10V3

355-13V3

355-16V3

406-10V3
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406-16V3

406-19V3

457-10V3

457-13V3

457-19V3

457-28V3
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508-16V3
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558-13V3

558-22V3

558-28V3

609-16V3

609-22V3

609-25V3

660-22V3

711-22V3

762-19V3

812-19V3

φ350.0,φ355.6

φ190.7,φ216.3

φ190.7,φ216.3

φ267.4
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φ300.0,φ318.5

φ300.0,φ318.5
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採用 ベースパック
記号 外径(mm) 板厚(mm)

柱

材質 形状
寸法(mm)

ベースプレート アンカーボルト

本数-呼び
a l1 l2 l3 d

寸法(mm)

D 立上り筋 フープ筋
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配筋

コンクリート柱型

ｱﾝｶｰﾌﾚｰﾑ
ﾀｲﾌﾟ

A

フレームベース

寸法(mm)
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●フレームベースはステコンアンカーにより水平に固定する。

●グラウト材のカクハンは、グラウト材１袋(6kg)に対して、計量カップで

●グラウト材の注入は、グラウトロートを注入座金にセットし、グラウト材の
自重圧により他の注入座金からグラウト材が噴き出るまで行う。

●柱脚部の捨コンの厚さは90mm以上とし、表面は平滑に仕上げる。

で組立てを行う。

●位置決めは、テンプレートの中心線と地墨等の柱心を合致させることにより
行い、標準許容差は下図による。

●アンカーボルト（フレーム）の組立ては、4隅のアンカーボルト4本(8本)

●本締めはグラウト材の充填前に行い、

の水を加え、電動カクハン機で混練することにより行う。1.0～1.1

●Dナット(S)による弛み止めは右図による。

６．１ 基礎工事

６．２ アンカーボルト据付け

６．５ アンカーボルトの本締め（弛み止め）

６．６ ベースパックグラウト(グラウト材)の注入

図

基準高さより誤差は

:柱心とテンプレ－トのけがき線との

許容差

e1

-3≦e≦10

-2≦e1≦2

容
差

標
準
許

テンプレ－ト

中心線

柱心

柱心

ダブルナットを標準とする。

e1

e
1

柱心 テンプレ－ト

けがき線
アンカ－ボルト

６．工事場施工

７．本工法の施工及び施工管理
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C

C

下
用

●本工法は、管理者又は施工者（元請）の管理のもとで実施するものとする。

●本工法のうち６．２アンカーボルト据付け及び６．６ベースパックグラウトの

注入は、ベースパック施工技術委員会によって認定された有資格者（ベース

パック施工管理技術者・施工技能者）が施工を実施し、チェックシート等に

より施工管理を行うものとする。

●ベースプレート溶接部の施工管理は、鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理

技術者等による。

ベースパックグラウト

約
３

０
ｍ

ｍ

注入座金
Dナット

Dナット(S)

B.PL

A.Bt

２/３　程度

●レベルモルタルはベースパック
グラウト（グラウト材）を使用し
大きさは右図による。

６．３ 配筋およびコンクリート打設

６．４ 建方

●配筋はアンカーボルト（フレーム）との取り合いを考慮する。

●コンクリート打設前にテンプレート位置精度を確認する。
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F値325N/mm 以下　φ190～φ812 用

F値235N/mm　   φ190～φ812 用
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ベースパック柱脚工法　標準図 ２
２

2019年1月作成
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既存汚水管　Φ125

点斜線部分については、汚水配管を考慮し、GL-500以降の掘削については手掘りとする。
但し、汚水配管残置での施工が困難と判断した場合には、監督職員に報告すること。
仮設配管が必要と判断した場合には、協議する。
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※支持層の変化により改良長さの長短が生じることがあります。
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設計GL+60
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土間伏図　S：1/50地盤改良伏図　S：1/50 基礎伏図　S：1/50
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再生クラッシャラン　厚100
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材　質寸　法符　号

RG1 SS400H-244ｘ175ｘ7ｘ11

SS400H-244ｘ175ｘ7ｘ11RCG1

SS4002G1 H-350ｘ175ｘ7ｘ11

SS400H-350ｘ175ｘ7ｘ112CG1

SS400H-244ｘ175ｘ7ｘ11RB1

SS400RB2 H-200ｘ100ｘ5.5ｘ8

SS400H-244ｘ175ｘ7ｘ112B1

SS400H-200ｘ100ｘ5.5ｘ82B2

SS400

2C1

1C1 〇-267.4×9.3

P1

〇-267.4×9.3

STK400

階段ササラ PL-12 STK400

SS400

接　合

剛接合

剛接合

剛接合

剛接合

ピン接合

ピン接合

ピン接合

ピン接合

柱脚

ピン接合

柱脚

4S.PL-9　HTB　16-M20

4S.PL-9　HTB　16-M20

4S.PL-9　HTB　16-M20

4S.PL-9　HTB　16-M20

267.13V2(旭化成建材（株）　ベースパック同等品以上)

フランジ

G.PL-9　HTB　2-M16

G.PL-6　HTB　2-M16

G.PL-6　HTB　2-M16

G.PL-6　HTB　2-M16

ウェブ 備　考

DIA　SN490C

DIA　SN490C・BPL　SN490B

F8THTB

L-100×100×7ネコ 工場溶接・ピン接合 HTB　2-M16

縞鋼板 CHPL-6

2S.PL-9　HTB　6-M20

2S.PL-9　HTB　6-M20

2S.PL-9　HTB　6-M20

2S.PL-9　HTB　6-M20

BPL　SN490C

表面処理方法

溶融亜鉛めっき　HDZ55

溶融亜鉛めっき　HDZ45

手摺・門柱を含む全ての鋼材

6㎜以上

6㎜未満

柱脚　A-BOLT　2-M16(SS400)　L=450　フック付き　BPL-19×160×160　　Wナット締め

H-100ｘ100ｘ6ｘ8

柱脚　A-BOLT　4-M16(SS400)　L=450　フック付き　BPL-19×212×360　　Wナット締め

G.PL-9　HTB　2-M16

G.PL-9　HTB　4-M16

BPL　SN490C

SS400

SS400

柱脚

ピン接合

■図面番号■縮尺
三重県志摩市阿児町鵜方1047-185
TEL／FAX　　0599-77-6625

■設計日■印■工事名称 ■図面名称
一級建築士 (大臣)登録　第312989号
迫間　正道

■検印■設計者■訂正日
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****

一級建築士事務所　三重県知事登録第1-2400号

ＩＲＯ建築設計 (A2)
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柱状改良体

※支持層の変化により改良長さの長短が生じることがあります。
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■図面番号■縮尺
三重県志摩市阿児町鵜方1047-185
TEL／FAX　　0599-77-6625

■設計日■印■工事名称 ■図面名称
一級建築士 (大臣)登録　第312989号
迫間　正道

■検印■設計者■訂正日
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L-50×50×5　＠450以内

階段ササラ　PL-12×300

階段ササラ　PL-12×300

階段ササラ　PL-12×300

踏板：CHPL　t=6.0

踏板：CHPL　t=6.0

踏板：CHPL　t=6.0

G.PL-9　HTB　2-M16×40

G.PL-9　HTB　2-M16×40

フランジ：2S.PL-9x175x290　16-M20x60
　　　　　4S.PL-9x70x290

G.PL-6　HTB　2-M16×40

G.PL-6　HTB　2-M16×40

G.PL-6　HTB　2-M16×40

G.PL-6　HTB　2-M16×40

G.PL-6　HTB　2-M16×40

G.PL-6　HTB　2-M16×40

L-100×100×7　HTB　2-M16×40

L-100×100×7　HTB　2-M16×40

L-100×100×7　HTB　2-M16×40

L-100×100×7　HTB　2-M16×40

G.PL-6　HTB　2-M16×40

G.PL-6　HTB　2-M16×40

金属系拡張アンカー留め　2-M10（ステンレスボルト）

267.13V2(旭化成建材（株）　ベースパック同等品以上)

支柱：FB-38×12　＠900以内

支柱：FB-38×12　＠900以内

DIA　PL-16

DIA　PL-16

DIA　PL-16

DIA　PL-16

DIA　PL-16

手摺：φ34×3.2

手摺天端：φ42.7×3.5

FB-38×6

六角ボルト　M12×45

六角ボルト　M12×45

柱脚　A-BOLT　4-M16(ABR400)　L=450　フック付き
BPL-19×212×360　　Wナット締め

柱脚　A-BOLT　2-M16(ABR400)　L=450　フック付き
BPL-19×160×160　　Wナット締め

L-100×100×7　HTB　2-M16×40
L-100×100×7　HTB　2-M16×40

L-100×100×7　HTB　2-M16×40

ウェブ：2S.PL-9x260x170　6-M20x55

フランジ：2S.PL-9x175x290　16-M20x60
　　　　　4S.PL-9x70x290

ウェブ：2S.PL-9x140x290　8-M20x55

L-50×50×5　＠450以内

L-50×50×5　＠450以内

G.PL-9　HTB　4-M16×50

階段ササラ　PL-12×300

手摺天端：φ42.7×3.5

手摺子受：FB-38×12

手摺子：丸鋼　M16　＠120以内
手摺子：丸鋼　M16　＠120以内

階段ササラ　PL-12×300

L-100×100×7　HTB　2-M16×40

B.PL-19　1300×370

L-50×50×5　＠450以内

L-65×65×6　＠450以内

B.PL-19　1150×340

六角ボルト　M12×45

L-40×40×3

□-100×50×2.3

□-100×50×2.3

6㎜未満

6㎜以上

溶融亜鉛めっき　HDZ45

溶融亜鉛めっき　HDZ55
表面処理方法
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■図面番号■縮尺
三重県志摩市阿児町鵜方1047-185
TEL／FAX　　0599-77-6625

■設計日■印■工事名称 ■図面名称
一級建築士 (大臣)登録　第312989号
迫間　正道

■検印■設計者■訂正日
****
****

一級建築士事務所　三重県知事登録第1-2400号

ＩＲＯ建築設計 (A2)
※A3版は70.7%縮小浜島幼保園屋上避難階段設置工事実施設計

1/30
鉄骨詳細図 S-132020/08/25


